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　第49回全日本教育工学研究協議会全国大会青森大会が成ޭཪにນを閉じました。昨年
の愛知・春日井大会に続き、今年もແ事対໘での開催ができましたことに、ほっとڳを
でԼΖしております。
　まͣは、この場をおआりして、おྱのݴ༿をड़させていただきます。本大会に向けて
研究をॏͶ、ૉらしい授業をఏҊしていただいた六ヶ所村公開校の教৬員の皆様と各校
の研究をサポートしていただいた指導者の皆様、大会初日に貴ॏなご講演をしていただい
た文部科学省の武藤久慶様、東北大学大学院の堀田龍也様、研究発表をされた実践者・研
究者の皆様、ワークショップや企業展示にܞわったؔ者の皆様、ϘランティΞスタッϑ
として大会ӡӦにご協力いただいた্北内の先生方、そしてԿよりも全国からご参加い
ただいた参加者の皆様にਂく感ँ申し্͛ます。
　今回の全国大会は、東北の地では第39回大会のٶ・ઋ台大会以来10年ぶりの開催とな
ります。ここ青森県におきましては、初めての開催となりました。大会テーマに「ICTの活
用で子供たちの可能性を引き出す令和の日本型学校教育の構築を目指して　〜本州最北端
　青い森からの新たな風〜」を掲͛、GIGAスクール構想の環境උがった今、「個別最
ద化された学ͼと協ಇ的な学ͼ」のࡏり方をߟえ、実現に͛ܨるための一ॿとなる大会に
しようと、大会実行委員会は४උを進めてまいりました。
者の方々から全国大会開催のଧを受けたのは５年ほど前でしい返すと、JAETのؔࢥ　
た。初めはஸॏにおஅりをしていたのですが、六ヶ所村の全ての小中学校が学校情報化༏
ྑ校として認定されたことや、2019年には六ヶ所村で「教育の情報化実践セϛφー」を開
催したこと、また、その後六ヶ所村が学校情報化先進地Ҭとして認定されたこと等から、
青森県での全国大会の開催をお引き受けすることとなりました。
　このようなܦҢで開催された青森大会には、全国各地から800名を超える皆様にご参加い
ただきました。զ々実行委員はもちΖんのこと、青森県の教৬員にとって、全国からお集
まりいただいた皆様とڞに、子供たちの可能性を引き出すICTの活用のࡏり方についてߟ
え、日々の授業を見すྑいػ会となりました。また大会１日目のに開催された࠙会
にԙいても、200名を超える皆様にご参加いただき、参加者ಉ࢜が活発に意見を交換したり、
新たなܨがりが築かれたりしたことも大มخしくࢥっております。
　交௨手ஈや॓ധࢪઃ等のインϑラがे分にඋされていないため、皆様には大มご
をおかけしたことも多々ありましたが、青森県でこの大会を開催させていただいたことに
感ँの気࣋ちでいっͺいです。
　来年の全国大会は、第50回ه೦大会として開催されます。大会のバトンは東京都港区
の皆様に引きܧがれました。次の大会が、ߋにૉらしい大会になることをف೦し、おྱ
のݴ༿とさせていただきます。

青森大会を終えて

੨େձ࣮ߦҕһձҕһʗ౦ொཱ౦খֶߍɹߍ ੴ�ࢁҰ
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第49回全日本教育工学研究協議会全国大会青森大会開催報告

１．�開催報告
　第49回全日本教育工学研究協議会全国大会は、本
州最北端の青森県での現地開催となり、青森県三沢
市と六カ所村で10月27日（金）、28日（土）の２日間
にわたり、「ICTの活用で、子供たちの可能性を引き
出す 令和の日本型学校教育の構築を目指して 〜本
州最北端 青い森からの新たな風〜」という大会テー
マで開催しました。公開授業に560名、大会２日間で
823名が参加しました。今年の公開授業は六カ所村で
行ったため、ご参加の皆さんは、大会で手配したシ
ャトルバスに乗車し、移動しました。

２．�公開授業
　公開授業は、六ヶ所村の小中学校、高校の４校で
行われ、20の公開授業数となりました。六ヶ所村は
文部科学省のリーディングDXスクールの認定も受
けており、GIGAスクール構想における最先端の授業
公開が行わ
れました。
公開授業前
に、南小学
校で公開校
開会行事が
行なわれ、
この模様は
各学校へ配信されました。（写真１）
　各校公開校とも、全学年での授業を実践し、参加
者は熱心に見学されていました。（写真２）
　各校公開校の実践内容は、４ページ以降でご紹介
します。

３．�全体会１日目
　全体会は三沢公会堂大ホールで行い、会場は満員
となりまし
た。（写真３）
　大会中、
大ホールの
ロビーで
は、30社の
企業からの
出展をいた
だき、参加
者が最新の
製品やサー
ビスについ
ての情報を
収集できま
した。また、
多くの参加
者が企業展示を熱心に見学されました。（写真４）開
会行事では、来賓のご挨拶として、文部科学省初等
中等教育局初等中等教育企画課課長補佐の酒井啓詞
様、青森県教育委員会教育長の風張知子様からご祝
辞をいただきました。
　基調講演として、文部科学省初等中等教育局修学
支援・教材課課長の武藤久慶氏より「令和の教育改
革とGIGAスクール構想の加速」と題してオンライン
で講演をしまし
た。GIGAスクー
ルNEXTに向けて
感じている課題意
識や問題意識、そ
して、その課題に
対して令和の答申
やGIGAスクール
が始まっているこ
とをお話しいただ
いた。（写真５）
　また、GIGAス

写真１　公開校開会行事

写真３　全体会

写真４　企業展示

写真５　基調講演

写真２　公開授業

本州最北端の青森県で初の開催となりました

JAET事務局
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クール構想で配付された端末の具体的な活用が進ん
でいる学校の様子や実践を多くご紹介いただき、昨
年の全国大会開催地である愛知県春日井市の高森台
中学校の公開研究会の紹介等いただいた。
　特別講演として、東北大学大学院情報科学研究科
教授であり東京学芸大学大学院教育学研究科教授の
堀田龍也氏より「令和の日本型学校教育に向けた
ICT活用」と題し、ご講演いただきました。南小学
校と千歳台小学校、第二中学校で見学された公開授
業について、ポイ
ントを含め詳しく
お話しいただきま
した。また、当会
主要事業である
「学校情報化認定
事業」についても
ご紹介いただきま
した。（写真６）
　一日目のプログ
ラムを終え、４年
ぶりの自由参加となる情報交換会を会場からほど近
いホテル「グランヒルつたや」で開催し、200名を超
える会とな
り、大盛況
でした（写
真７）。
　オープニ
ング前に、
「平沼子供
神楽」演舞
を披露いただきました。

４．�全体会２日目
　午前中から午後にかけて、全国から応募のあった
様々な実践や研究についての研究発表と、企業と実
践者が協力して開催するワークショップが行われま
した。JAET役員に座長をご協力いただき、今年は
10個のテーマからなる22の分科会で、合わせて90件
の研究発表がありました（写真８）。また、６つの企
業・団体によるワークョップが開催され、熱心な発
表や協議が行われました。
　研究発表は、各分科会の座長を務めた先生方から
の報告として、本誌13ページ以降にそれぞれの報告
を掲載しています。

　大会最後
のプログラ
ムは、４校
の公開校の
授業指導者
の先生方と
公開校教員
の方が登壇
し、当会の稲垣常任理事の進行により、大会テーマ
である「ICTの活用で子どもたちの可能性を引き出
す令和の日本型学校教育〜公開校４校の実践に学ぶ
〜」というタイトルで、トークセッションが行われ
ました。
　六ヶ所村
の公開授業
校の４名の
先生方に、
青森大会に
向けて１人
１台の端末
環境を生かし、ICT活用が特別なことではなく、「当
たり前」のこととして、日常的な活用を進めるには、
どのように取り組んできたのか、また、児童生徒自
身がICTをツールとして自由な発想で活用できるよ
うにするためには、どのような授業をデザインして
きたのかなどについてお話しいただきました。
　また、公開校指導者の４名の先生方には、大会テ
ーマの実現に向けた過去２年間の指導の中で、子供
たちの可能性がどのように引き出されてきたのか、
またどのような成果と課題があったのか、各公開授
業校のこれまでの努力と試行錯誤の様子を交えなが
ら振り返っていただきました。（写真９）
　閉会行事では、青森大会の今野貴之大会企画委員
長と石山大会実行委員長の挨拶に続き、次回東京都
港区大会の
髙松政則実
行委員長よ
り、東京都
港区大会の
公開校を紹
介いただ
き、開催に
向けた意気込みを語っていただき、次回大会での再
会を期して閉会しました（写真10）。

写真６　特別講演

写真７　情報交換会

写真８　研究発表

写真９　トークセッション

写真10　閉会式
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１．研究ͷ֓ཁ
　本校の教育目ඪは、「自ら問いをཱてる自した学
श者をめ͟して」です。児童が、自した学श者と
なるためには、「໘നくて楽しい」「ษڧがき」「や
ってみたい、調てみたい」という内発的動ػ付け
がۃめてॏ要です。その内発的動ػ付けをਤるため
に、令和４年に「情報
活用能力の育成」を基൫
にした授業研究をするこ
とにしました。
　ご指導いただいたの
は、౧山学院教育大学人
間教育学部।教授の村
ݑ先生です。村໌ݑ໌
先生の「ύワーνΤック
カーυ」を全学年で活用
し、これまで授業実践を
ੵみॏͶてきました。

２．公開授業ΑΓ
（１）特別支援学ڃ　自ཱ活動「ϨインϘーショッ
プを開こうʂ」

　本校の特別支援学ࡏڃ੶児童の多くは、「人間ؔ
のܗ成」「ίϛϡニέーション」に課題があります。
それを౿まえて、学ڃԂで育てたジャΨイϞを調
理し、อޢ者にൢചする「ϨインϘーショップを開
こうʂ」という୯ݩをܭ画しました。公開授業のͶ
らいは、児童に「٬のࡍにどんなことを話せい
いか」「どんなことに
気をつけれいいか」
をߟえさせることです。
　٬の場໘を「お٬
さんが来た࣌」「文
をฉく࣌」「品を
す࣌」「会ܭの࣌「お
٬さんがؼる࣌」の５
つに分け、それぞれの
場໘でどう話すかをߟ

えさせました。そのࡍ、
「ύワーνΣックカーυ」
にあるシンΩングツール
を、児童の実ଶに合わせ
て修ਖ਼したものを活用し
ました。
　児童は、自分に合った学ͼ方をબし、「どんなこ
とを話せいいか」「どんなことに気を付けれいい
か」をߟえ、意ཉ的に発表していました。
（２）５年　૯合「六ヶ所村の࢈業のະ来」
　「六ヶ所村の࢈業を引き͗ܧ、より発展させるため
には、どんな取組をしていけよいのかをߟえよう」
をめあてにした授業を行いました。
　ύワーνΣックカーυ
にあるシンΩングツール
を活用しながら、児童そ
れぞれが調ている࢈業
の課題について༑ୡとڞ
༗させる場、課題のղܾ
える場をઃ定しました。そして、地Ҭߟについてࡦ
のΞυバイザーの方に૬ஊしながら、自分なりのղ
。を最終ܾ定しましたࡦܾ
　自分たちのڷނである六ヶ所村のະ来のことにつ
いて、児童一人一人がߟえをਂめていました。

͚ͯʹޙࠓ．３
　村໌ݑ先生の「ύワーνΣックカーυ」は、「情
報を集めるためのスΩル」「情報を理するためのス
Ωル」「情報をまとめるためのスΩル」「情報をえ
るためのスΩル」が１ຕにまとめられています。情
報活用能力が可ࢹ化されたこのカーυは、児童も「一
目で見て分かる」「どのツールをえいいかをߟえ
ることができる」「その࣌にあったシンΩングツール
を、自分でબんでえるとこΖがいい」ということ
を実感しています。
　今後も、「ύワーνΣックカーυ」をった実践を
ੵみॏͶながら、「自的に学शに取り組Ή児童」の
育成に向けて研究を続けていきます。

写真４　ֶशͷΊ͋ͯΛฉ͘
ಐࣇ

写真５　ΞυόΠβーͱڞʹ
ֶͿࣇಐ

写真１　ύϫーνΣック
Χーυ

写真２　ֶͼํΛબͤ͞Δ

写真３　ͷシンΩンά
πーϧ

ಐࣇ ʮֶ͕ͼのָし͞ʯΛ࣮ײしな͕Βࣗతʹ
ֶशʹऔりΉ͜と͕で͖Δࢦಋํ๏のڀݚ

ϲॴଜཱೆখֶߍɹݚमओɹߕ�ඒ߳
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１．͡Ίʹ
　六ヶ所村ཱ千歳平小学校は全校60名の小ن模校で
す。本校は３年にわたりٶ教育大学講ࢣのԬ本
をどのようにして子どもݖ介先生に、「学ͼの主導ګ
に委Ͷていくか」についてのご指導・ごॿݴをいた
だきながら研究を進めてきました。
�今回の第49回全日本教育工学研究協議会全国大会
青森大会において、本校での公開授業ٴͼ研究協議
会に、160名が参加しました。�

２．公開授業͓Αͼ研究協議会ʹ͍ͭͯ
　公開授業は、特別支援学ڃ以֎の全６学ڃで行い
ました。ਤ画工࡞（１年）・体育（２年）・ࢉ数（３年）・

国語（４年）・૯合
的な学शの࣌間（５
年・６年）の授業で
す。さらに、情報活
用能力育成のため
の日々の取組（業間
活動ICTタイム）も

合わせて公開しました。どの授業においても、本校
の研究Ծઆでもある「教ࢣのϑΝシリテーション」
を中心にਾえ、取り組んできたことを参؍者に見て
いただきました。（写真１）
　研究協議会では、本校の研究֓要をઆ໌した後、
Ԭ本ګ介先生を交えての協議会を行いました。࣌間
的な੍があり、掲示൘Ξプリで参加者の意見を集
めながら進めたため、授業一つ一つの具体的な協議
が出来なかったについて改ળしてཉしいという意
見が多くの参加者からدせられました。そのにつ
いては参加者に申し༁なくࢥっています。
　協議会の参加者からは「教ࢣの授業؍をมえるの
はしいが、νャϨンジしている࢟がૉらしい」「情
報活用能力の目ඪリストを自校化したのが具体的で
よい」などの意見があった一方で、「教ࢣが進めてい
くスタイルの授業もあった」「オンライン交ྲྀの意ຯ
があったのか」「教ࢣが目指す౸ୡにたどりணかせ
ようとしているಇきかけをϑΝシリテーションとし

ているのにҧ和感を֮えた」などの課題もたくさん
きました。
　本校では、教ࢣの役ׂとして「ϑΝシリテーター」
を掲͛、４つのϑΝシリテーション（ᶃ場を࡞る・
つな͛る　ᶄ受けࢭめる・引き出す　ᶅؔͮける・
理する　ᶆݴ語化する・分かち合う）をߟえ、そ
れをபとして研究を進めてきましたが、教ࢣの役ׂ
がまだまだᐆດであることが分かりました。子ども
に主導ݖをもたせるという目ඪୡ成には、まだまだ
ԕいಓのりです。そこに向けてνャϨンジし続けな
けれいけません。
　その一方で、「すての授業࣌間を、ෳઢ的・୳究
的な学ͼ方で構築できるわけではない」というߟえ
から、地にをணけた（児童の実ଶに合った）研究
を進めていかなけれならないとも感じました。教
、が教える場໘、基ૅ・基本を֬実にशಘさせるࢣ
いわΏる教ࢣが主導ݖをもつ場໘もඞ要です。「教え
る࣌間なのか、自分たちで見つける࣌間なのか」「ICT
をった方がめあてのୡ成が容қなのか、そうでは
ないのか」「ICTを教材としてଊえているのか、それ
ともίϛϡニέーションツールとしてଊえているの
か」など、୯ݩの性࣭と児童の実ଶや発ୡのஈ֊な
どに応じて、教ࢣが取ࣺબをしていかなけれい
けません。その࣌に、「こうでなけれならない」と
いうै来の教ࢣの授業؍をมえていくことが、今後
の教員にٻめられていることだとࢥいます。

３．͜Ε͔Β
　全日本教育工学研究協議会全国大会青森大会は終
わりましたが、今後もϑΝシリテーターとして教ࢣ
ができることをさらにয化・໌֬化し、学ͼの主
導ݖを子どもたちにせるようνャϨンジしていき
たいとߟえています。
　最後に、３年にわたりご指導いただいたԬ本先
生に感ँを申し্͛ます。

写真１　ଞऀͷҙݟΛࢀর͢Δֶͼํ
Λࢦಋ͢Δࢣڭʢ３ࢉʣ

ֶͼのओಋݖʙϑΝγϦςʔγϣϯとใ׆༻
ྗҭのڀݚΛ௨しͯʙ

ϲॴଜཱઍࡀฏখֶߍɹݚमओɹԣ⅓�
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１．研究ͷ֓ཁ
　本校は令和４年３学期から教৬員と生徒全員に
１人１台の端末がି༩され、ීஈいの取組が始ま
りました。今年から「生֔にわたって能動的に学
ͼ続ける力の育成」を研究主題として、୯ઢ型（ै
来型）授業からෳઢ型（クラυ活用型）授業への
ઓに取り組んできました。「そもそも端末をԿのた
めにうんだΖうʁ」から始まり、とにかくクラ
υをってみました。「能動的」にするための課題ઃ
定や振り返りの方をݕ౼しながら生徒主体のෳઢ
型（クラυ活用型）の授業を目指して授業公開に
。りましたࢸ

２．授業࣮ફʢ公開授業ΑΓʣ
（１）１年　数学科「ൺྫのར用」
　ൺྫという数学の組みを超えて、4DGTというࢹ
からとらえた学शの展開でした。༩えられた表や

ࣜ、グラϑをもとに
自分で分ੳ方๏を
બͼ、ଞ者参র、協
ಇを行いながら数
学的な表現による
まとめに能動的に
取り組んでいる࢟

が見られました。生徒たちはඞ要感を࣋って取り組
み、一人一人が見௨しをཱてたり、学んだ内容だけ
ではなく学ͼ方を振り返ったりしていました。
（２）３年　社会科「生࢈と࿑ಇ」
　現社会の課題ղܾへの主体的なؔわりを「֎国
人」「ঁ性」「高ྸ者」のいͣれかのޏ用ଅ進につい
て各自બし、課題ղܾに向けてまとめていく協ಇ
的な授業でした。おޓいにߟえをڞ༗できるঢ়ଶに
あるので、生徒ಉ࢜で教え合いが能動的に行われて
いました。一人一人が自分のペースで学शを進める
ことができるような工がされており、それぞれが
ଞ者にわりやすくなるようにまとめていました。
また、自分の学श過ఔを振り返りଞ者と情報をڞ༗
することにより、自分の学श過ఔを修ਖ਼する生徒も

いました。
　参রし合える環
境からの対話
を௨して、生徒一
人一人がߟえを生
み出すためにとて
もޮ果的でした。

（３）２年　理科「౾ిٿの໌るさのҧい」
の໌るさٿి౾　
のҧいをࠜڌをも
ってԾઆをཱて、
それがਖ਼しいかݕ
ূする授業でした。
നڞࢴ༗からはじ
まり、まͣは自分

のߟえを表現し、్中参রすることにより、生徒ಉ
での支援が始まり、よりよい成果を目指していく࢜
能動的な࢟が見られました。

　課題のূݕまで
終えた生徒たちは
発展課題に取り組
み、自主的に集ま
り議を展開して
いました。自વ発
生的に協ಇ的な学

ͼが生まれ、授業がਂまっていきました。

３．協議会ͷ༷ࢠʹ͍ͭͯ
か（教育大学教৬大学院ٶ）一特任教授߂ݪੁ　
らは生֔にわたって能動的に学ͼ続ける࢟、先生が
そのϞデルになること、先生が学ͼνャϨンジする
。が生徒にわることのお話がありました࢟
　全国大会で学んだことをこれからの授業実践にさ
らに生かし、能動的に学शする生徒の࢟をいٻめ
ていきます。

写真１　クϥυ্Ͱ૬ஊ͠՝
ղܾΛ͢Δੜెʢֶʣ

写真２　͓͍ޓʹֶशաఔΛৼΓ
ฦ͍ͬͯΔ༷ࢠʢࣾ会ʣ

写真３　നڞࢴ༗͔Β్தࢀর
ʢཧՊʣ

写真４　ࣗओతʹू·Γٞ͠߹
͏ੜెʢཧՊʣ

ੜ֔ʹΘたͬͯಈతʹֶͼଓ͚Δྗのҭ
ʙෳઢܕʢΫϥυܕ༺׆ʣतۀのઓʙ

੨ݝϲॴଜཱୈೋதֶߍɹڭ་ɹલ �ా೭ਓ
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１．͡Ίʹ
　本校は３学ڃ、生徒数112人の地Ҭ校であり、「社会に
開かれた教育課ఔ」を実践するため、地Ҭと࿈ܞ・協ಇ
した教育活動を展開しています。令和４年より、情報
活用能力の育成を目指し、ICTを活用した「主体的・対
話的でਂい学ͼ」の授業改ળに取り組んできました。

２．授業公開
（１）国語科（現の国語）
テーマɿ対ൺ構の文ষをॻこう

　地ݩのັ力13について
グループ活動を行う授業
でした。ϒϨーンストー
ϛングで出し合ったΞイ
デΞをGPPHMF�JBNCPBSE
にೖ力し、ྨࣅ性やڞ௨
を見出し、グルーϐン

グしました（写真１）。対ൺした内容をGPPHMFυΩϡ
ϝントにまとめ、地ݩのັ力を知ることができました。
（２）公ຽ科（公ڞ）
テーマɿ対話を௨して合意をܗ成しよう

　「ଠཅޫύωルॲ分場
のݐઃ」についてԾઆ
をཱて、自分たちのཱ
場でߟえ、発表し、それ
を基に合意ܗ成する授
業でした（写真２）。課題
に対するղܾࡦをߟえ

て1BEMFUでまとめ、Ծઆをূݕすることができました。
（３）֎国語科（ӳ語ίϛϡニέーションᶗ）
テーマɿ֎国人向けに࣌ࡂの行動を示してみよう
の行動・ආ方๏をӳ語で表現する授業で࣌ࡂ　

した。֎国人に知らせ
るためにඞ要な動画や
ύンϑϨットを࡞成し
（写真３）、ӳ語で発表し
た内容についてGPPHMF�
スプϨッυシートのί

ϝントཝにΞυバイスや意見をまとめることができ
ました。
（４）芸ज़科（Ի楽ᶘ）
テーマɿオϊマトペでリζム・Ξンサンϒルをつく
Ζう

　六ヶ所村のັ力をԻ
やԻ楽でえる࡞活
動の授業でした（写真
４）。ଞ者の࡞をグ
ループで意見交換し、
GPPHMF�CMBTTSPPNのス
トリームへ表者が意

見をまとめてίϝントをೖ力しました。リζム、テ
クスνϡΞ、ڧऑなどを感受・ߟࢥし、ଞの࡞
やίϝントを参ߟにして六ヶ所村のັ力をえるਤ
。成することができました࡞ේをܗ

３．研究協議
　東北学院大学稲垣教授から、本校のこれまでの
取組、授業公開のリϑϨクションとॿݴ、六ヶ所村
の情報活用能力育成の指が報告されました。
　情報活用型プロジΣクト学शを目指した授業改ળを
௨して、ᶃ本校教員が授業ͮくり（デザイン）に真
に取り組んだこと、ᶄその࢟が子どもたちの学ͼに
大きくӨڹしたこと、ᶅICTの活用がීஈいになっ
たこと、ᶆ地Ҭとのつながりや୳究的な学शがਂい学
ͼにつながったことなどをධՁしていただきました。

４．͓ΘΓʹ
　今回の授業公開により、本校のICTを活用した授
業改ળはܹٸな速さで進化を続けてきました。新学
श指導要ྖにおける学शの基൫となる࣭ࢿ・能力の
「情報活用能力」を育成するため、情報活用型1#-（୳
究型学श）を実践してきたことにより、個別最దな
学ͼ・協ಇ的な学ͼの一体的なॆ実がਤられている
と実感しています。稲垣教授のご指導に感ँ申し
্͛、今後も授業改ળに取り組んでいきたいとࢥい
ます。

写真１　άϧーϐンάͷఏ示

写真２　߹ҙܗ͍ͯ͠Δ༷ࢠ

写真４　׆࡞ಈͷ༷ࢠ
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写真３　࡞͍ͯ͠Δ༷ࢠ

ʮڭՊʷҬʷ*$5でͭな͕ΔɾਂまΔतۀ
のʯ

੨ཱݝϲॴߴֶߍɹڭ務ओɹଠ �ాඒઍ೭
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青森大会�研究ൃදҰཡ
ʬ�1�A�情報教育（情報活用能力の育成等）�ʭ座長ɿ村໌ݑ（౧山学院教育大学）

��"��

子供と教ࢣによるリΞルタイム・再ฤ集型「情報活用能力
マップ」

神野藤ۉ（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
ਗ਼野Ղ৫（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
小ྛ真ٷ（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
成ᖒ由貴（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
ԕ山߶࢙（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
本間ಸඒ（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
高東（北ւಓࣣ൧ொཱ大中山小学校）、
ધݾ߉ڮ（北ւಓ教育大学ෟଐവؗ小学校）、山ޱ和（北ւಓ教育大学）

��"�� ୳究的な学शにプログラϛングを取りೖれた୯ݩ開発とීٴ ย山貴࢙（ණ্情報教育研究会）

��"��
小学校第4学年における「情報活用能力」「問題発見・ղܾ
能力」を育成する試み

長愛実（ཱࢲઋ台നඦ合学Ԃ小学校）、
佐藤༃ହ（ϑϡーνャーインスティテϡートࣜג会社）

��"�� ୳究での活用を目指した情報教育カリΩϡラムのධՁ ହ山༟（໐教育大学）、（AN小学校-40ށ）୩ୡߥ

ʬ�1�#�情報Ϟラル、情報セΩϡリティ�ʭ座長ɿ山本๎߂（中村学Ԃ大学）

��#��
情報セΩϡリティ・Ϟラル教育のਪ進に向けた取組
〜情報セΩϡリティ・Ϟラルϋンυϒックの活用をとおして〜

佐藤໌࢘（૬模ݪ市ཱ小中学校ࢹௌ֮教育研究会、૬模ݪ市ཱ୩ޱ台小学校）

��#�� 実ଶに応じた情報Ϟラル教育の実践 森ਔ市（ࣜג会社　ເデザイン૯合研究所）

��#��
情報Ϟラル教材のログを学शや指導に活用するためのμッ
シϡϘーυのݕ౼

ҏ藤ߚ༿（ٶ教育大学）、൘垣ᠳ大（ٶ教育大学）、
佐藤和ل（信州大学）、手௩༤三（ౡ県教科用ਤॻൢചࣜג会社）、
堀田龍也（東北大学）

��#��
小学校高学年におけるGPPHMF�CMBTTSPPNのストリームར用
にؔする一ߟ

山本༔ଠ（্ӽ教育大学教৬大学院）、
ਗ਼ਫխ之（্ӽ教育大学教৬大学院、্ӽ教育大学）

ʬ�1�C�教科指導におけるICT�活用�ʭ座長ɿ今野貴之（໌大学）

��$��
田中学校区リーディングDXスクールのਪ進による９年ڇ
間を見௨した児童生徒の情報活用能力の育成と授業ͮくり

長୩༸（ౡ市ཱڇ田中学校）

��$��
芸ज़科ॻಓにおけるICTのޮ果的な活用方๏のݕ౼
ʵ֎国にルーツを࣋つ生徒への支援のࢹ座からʵ

三Ӝᚸ（愛知県ཱ一৭高等学校）

��$��

自ݾの生き方をٻし、よりよい社会をΖうとする能動
的学श者の育成
ʵ知・ಙ・体を૯合的に育ΉICTを活用したΩャリΞ教育
の実践を௨してʵ

髙ڮѥر子（新ׁ県長Ԭ市ཱؔݪ中学校）、
্村߶࢘（新ׁ県長Ԭ市ཱؔݪ中学校）

��$��
「指導の個別化」における、N),� GPS� 4DIPPMίンテンツの
役わりについての一ߟ

、今野貴之（໌大学）、（見台小学校࡚࢜市ཱ）㟒ٶ
༞之（N),�์ૹ文化研究所）ڮ࣏本ଠ࿕（日本์ૹ協会）、Ӊڮ

ʬ�1�D�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿֿ本Ղর（新見公ཱ大学）

��%��
4TEA.教育での問題ղܾにおけるルーϒリックを࡞成
し、児童のม容と教ࢣの支援のࡏり方　〜高学年における
૯合的な学शの࣌間でのものͮくりを௨して〜

中村貴之（松市ཱ༤౿小学校）

��%��
4DGTະ来都市舞市を௨して地方生をʵICTで人とܨ
がる。社会とܨがる。教科がܨがる。୭一人取りさない
教育をめ͟してʵ

٢Ԭୡ也（Ϥθϑ学Ԃ　日高等学校）

��%��
国語科の語文における小学校学年の児童のଞ者参রに
ؔする特

井ඒ༗（信州大学教育学部）、佐藤和ل（信州大学教育学部）、
ઙ井公ଠ（੩Ԭ市ཱ南部小学校）

��%��
GIGAスクール環境Լにおける中学校ٕज़のプログラϛング
〜全過ఔにద応する教材「スϞルビー」の開発と活用〜

࡚ത（松ߐ市ཱٛ務教育学校ۄ౬学Ԃ）、
高ඌ࣏（N10๏人3VCZプログラϛングগ年団）、
݉ંହজ（松ߐ市ཱ第二中学校）

ʬ�1�E�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿ堀田ത࢙（Ԃ田学Ԃঁ子大学）

��&��
小学校国語科学श者用デジタル教科ॻを活用した授業にお
ける、児童が用したػ能の分ੳ

森Լ࣏ߞ（ޫ村ਤॻ出൛ࣜג会社）、中一࢙（์ૹ大学）、
佐藤ߐ（์ૹ大学）、Ӝ部文也（ԣ市ཱӣ子田小学校）、
ୋ野ণळ（武ଂ村山市ཱ第ࣣ小学校）

��&��
73教材を活用した国ࡍバカロϨΞ४ڌの中学校Ի楽科の
授業実践

内݉久लඒ（๛中市ཱ第ࣣ中学校）、
中野३（ࣜג会社日1#ܦ、大ࡕ教育大学）

��&��
クラυでのڞಉฤ集ػ能を用いた目ඪの࡞౼ݕ業におけ
る児童の合意ܗ成の分ੳ

ϊ୩ஐل（ੈ田୩区ཱ山野小学校）、本壇（春日井市ཱ知多中学校）、
佐藤和ل（信州大学）

��&��
教科学श教材のύッέージఏ供による個別最దな学ͼ
〜N),�GPS�4DIPPMの4DGTؔ࿈൪組を学ͼのೖりޱとして〜

小୩（大ࡕ市ཱ大和中学校）、؏井真࢙（日本์ૹ協会）、
堀田ത࢙（Ԃ田学Ԃঁ子大学）
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ʬ�1�'�教育・学श用ιϑトΣΞ開発・ධՁ�ʭ座長ɿԬ本ګ介（ٶ教育大学）
��'�� 学校教育とՈఉ教育のՍڮとなるオンデマンυ教材の開発 張Ӊ（Ӊ都ٶ大学大学院）、ౡ๕ত（Ӊ都ٶ大学ڞಉ教育学部）

��'��
N),� GPS� 4DIPPM�A1Iを用いたࢹௌཤྺ可ࢹ化システムの
開発

稲垣（東北学院大学）、Ԭ本ګ介（ٶ教育大学）、
田ඔే（ٶ教育大学）

��'��
教育データ活用事ྫを理するための組みのݕ౼ 佐藤༃ହ（ϑϡーνャーインスティテϡートࣜג会社）、

長ᖛ（東北大学大学院）、稲垣（東北学院大学）

��'��
個別最ద化された学ͼの実現と授業の可ࢹ化による授業支
援・業務改ળ

松末育ඒ（ίニカϛϊルタࣜג会社）、ؠӬହయ（ຳ໘市教育委員会）、
石ࠇ信（ίニカϛϊルタࣜג会社）

ʬ�1�G�教員研修、教員ཆ成�ʭ座長ɿݪढ़行（大ࡕ教育大学）
��(�� 教科における୳究的な学शの実践に向けた取り組み ᖒ৳໌（加ݹ市ཱ加ݹ中学校）�

��(��
教員をࢤす学生への実感あるプログラϛング教育の実践
ʵϑィジカルプログラϛングを௨してʵ

大ڮത（高࡚݈߁ࢱ大学ʧ）

��(��
子どもの学ͼに学ぶ授業研究の　〜対話を௨して多様
で個性的なߟえを見いだす生徒の育成を目指して〜

佐藤ത（東村ཱ東中学校）

��(��
ઃݩ௨ϑϨーム「デジタル・タΩιϊϛー」を用いた୯ڞ
ߟと授業研究のための教員研修にؔする一ܭ

田中߁平（ࣜג会社ωル・Ξンυ・Τム）

ʬ�1�)�そのଞ�ʭ座長ɿ小ౡѥ՚ཬ（ಸྑ教育大学）

��)��
ύϑΥーマンス課題のシφリオのઃ定が主体的に学शに取
り組Ήଶの育成をଅすޮ果のݕ౼

௰ಏ（܀山ொཱ܀山小学校）、佐藤和ل（信州大学）、
ହ山༟（໐教育大学）

��)��
生徒の学ͼの࣭の向্「4TEA.ʷ1#-ʷデザインߟࢥ」
〜୳究活動と4DGT、ւ֎教育ཱྀ行プログラムとの࿈動〜

金森千春（ࣳӜ工業大ෟଐ中学高等学校）、
市（ࣳӜ工業大ෟଐ中学高等学校）ߩ藤ࡈ

��)��
ΩャリΞ教育と૯合的な୳究活動を࿈ܞさせる指導のݕ౼
ʵ生成AIのదな活用をߟࢥする試みʵ

近藤千߳（東京工業大学ෟଐ科学ٕज़高等学校）、ۄ田和ܙ（ށߐ大学）

��)��
୳究テーマのܾ定プロセスにおける教ࢣの支援のあり方
ʕ１年生の個人୳究の実践事ྫよりー

ඉޱສཬ子（40ށ-AN�小学校）、小ౡѥ՚ཬ（ಸྑ教育大学）

ʬ�2�A�情報教育（情報活用能力の育成等）�ʭ座長ɿਫ୩年（春日井市教育委員会）

��"��
中学生のタイϐングスϐーυを向্させる指導の工 加藤（愛知県春日井市ཱ高森台中学校）、

小৾（愛知県春日井市ཱ高森台中学校）、
ਫ୩年（春日井市教育委員会）、高ڮ७（東京学芸大学）

��"��
「学校における生成AIにؔするΞンέート」から見られる
向と今後の展

月ཅ一（大分県ཱ芸ज़文化期大学）

��"��
情報活用能力の育成に対する市内小学校教ࢣの理ղと指導
にؔする実ଶ調ࠪ

、（小部市教育センター）㟒༃（小部市ཱֈ୩小学校）、্田ণٶ
中ඌ教子（神ಸ工科大学）

ʬ�2�#�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿౡ๕ত（Ӊ都ٶ大学）

��#��
体育における協ಇ的なF�BTTFTTNFOUツールの開発とޮ果の
〜の新しい協ಇ学शのఏҊ࣌�GIGAスクール〜ূݕ

小野ߒ由（村্市ཱ村্小学校、村্体育の会）

��#��
地理教育への地ਤプログラϛング・4TEA.教育導ೖのఏҊ 田部ढ़ॆ（日本ঁ子大学）、

ӿ本૱（日本ঁ子大学）

��#��
体育授業における個別最దな学ͼの実現
ʵϋートϨートϞニターを活用した「心ഥ数を可ࢹ化」す
る授業を௨してʵ

野ণ（新ׁ市ཱ沼ਨ小学校）۽

ʬ�2�C�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿ村্། （ేԣ国ཱ大学）

��$��
協ಇのタイϛングとܗଶにண目した協ಇ学शの分ྨ 村্།ే（ԣ国ཱ大学教育学部）、

本໌子（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高ڮ७（東京学芸大学教育学部）

��$��
AIυリルを活用した令和の日本型学校教育の実現に向け
た取組

大山തل（州文化学Ԃ小中学校）、
田ٛ（佐լະ来क़ICT活用教育研究所）

��$��
Ոఉでの自主学शにおけるGPPHMF�CMBTTSPPNの活用による
自主学शのม容

近ߐ༔ଠ（੩Ԭ市ཱ長田南小学校）、
ԕ藤みなみ（࢜市ཱؠ松中学校）、
佐藤和ل（信州大学）

ʬ�2�D�ϝディΞ教育、ϝディΞ・リテラシー�ʭ座長ɿ登本༸子（東京学芸大学）

��%��
話者のҧいにண目したө૾教材にؔする一ߟ
〜小学校三年生ࢉ数ਤྖܗҬにおいて〜

ՖԬ࿕和（্ӽ教育大学教৬大学院）、
ਗ਼ਫխ之（্ӽ教育大学教৬大学院、্ӽ教育大学）

��%��
小学校における１人１台端末্でのඇಉ期なࡶஊを௨した
ϝディΞリテラシー教育の試み

小ᠳଠ（東京学芸大学ෟଐ小金井小学校）
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��%��
新ฉΞプリをश׳的にߪಡする中高生のڞ௨ 久อ田३（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、

高ڮ७（東京学芸大学）

ʬ�2�E�校務の情報化ʗそのଞ�ʭ座長ɿ小ྛ༞ل（ҵ大学）

��&��
GIGAスクール構想を実現するために現場でできる校務の
DX
ʵ�G�4VJUF�GPS�EEVDBUJPOを用いた学校のシステマティック化ʵ

（ཬ中学校、ԭೄ県マルνϝディΞ教育研究会ٶԭೄ市ཱ）বٶ

��&��
特別支援学ڃにおけるクラυを活用した生徒情報のڞ༗
が教ࢣの情報ڞ༗と生徒理ղの意識にٴ΅すӨڹ

本壇（春日井市ཱ知多中学校）、ϊ୩ஐل（ੈ田୩区ཱ山野小学校）、
佐藤和ل（信州大学）

��&��
GIGAと l;くしz で開くカンϘジΞの教ࣨʵつながりな
がら、࡞りながらʵ

（大学付ଐ高等学校ࢱ日本）௩ຩ܅

ʬ�2�'�ICT支援員ٴͼサポート体੍の構築・ӡӦ�ʭ座長ɿ稲垣（東北学院大学）

��'��

ΞϑターGIGAスクール環境へと移行した学校現場のICT
支援員（情報௨信ٕज़支援員）に対する期と、その期
に応えうるICT支援員の育成手๏にؔする一ߟ　〜日本
ICT�支援員協会の会員ߋ֨ࢿ新講श会受講後Ξンέート
内容をಡみղいて〜

後藤政༸（ࣜג会社�ເデザイン૯合研究所、一ൠ社団๏人�日本ICT�支援員協会）、
村༟文（ࣜג会社�ເデザイン૯合研究所、一ൠ社団๏人�日本ICT�支援員協）、
山५一（山大学�名༪教授）

��'�� １人１台端末の࣋ちؼり学शに対するอޢ者の意識 एྛխ子（東北学院大学大学院人間情報学研究科）、稲垣（東北学院大学）

��'��
セカンυステージにೖったGIGAスクール構想　学校での
ICT支援員の事と役ׂのม化を60人の࡞業日報12000�ຕ
から分ੳする

村༟文（ࣜג会社ເデザイン૯合研究所）、山५一（山大学）、
田所信（ࣜג会社ເデザイン૯合研究所）

ʬ�2�G�そのଞ�ʭ座長ɿਗ਼ਫ和久（金沢ྏ大学）

��(��
小学校におけるプログラϛング出前教育　ʵ小学生に実ࢪ
する前の大学生を対とした事前授業からわかることー

ਗ਼ਫ和久（金沢ྏ大学）

��(��
「児童のプログラϛング的ߟࢥを育Ή一人一台υローン活
用ࡂカリΩϡラムのと実践」にؔする報告

Տ村之（ҏ市ཱ佐ീ小学校）

��(��

児童の知的ح心にૌえるプログラϛングとίンϐϡータ
サイΤンスの授業　ʵ大学生・高校生向けϨϕルの内容を
小学校の各教科にܨがるように༁して実ࢪするプログラ
ϛング教育のΞイデΞʵ

Լ和也（久ཹถ大学）

ʬ�2�)�そのଞ��ʭ座長ɿହ山༟（໐教育大学）

��)��
୳究的な学शの学श活動・学शܗଶがΤージΣンシー育成
にٴ΅すޮ果

٢田ಹൕ（日本ঁ子大学）、ӿ本૱（日本ঁ子大学）

��)��
中学生ஈ֊における心のঢ়ଶを表現させる手ஈについての
調ࠪ　ʵΩーϘーυೖ力とࢴへの手ॻきのൺֱݕ౼を௨し
てʵ

本田ஐ߂（春日井市ཱ中部中学校）、山࡚山（見ෟ市ཱ中学校）、
佐藤和ل（信州大学）

��)��
शಘʕ活用ʕ୳究の３つの学ͼの૬࡞ޓ用をめ͟したカリ
Ωϡラムの開発とධՁ　ʕ児童の意識調ࠪの݁果よりー

三貴久子（40ށ-AN�小学校）、
ହ山༟（໐教育大学）

ʬ�3�A�情報教育（情報活用能力の育成等）�ʭ座長ɿ三井一ر（山ས大学）

��"��
情報端末ٴͼ൚用クラυツールの活用初期における小学
校第５学年の情報活用能力にؔする実ଶѲの試み

ए月ԝ（信州大学教育学部）、ᴡ藤ཅՖ（信州大学教育学部）、
井ᖒඒ࠭（信州大学教育学部）、佐藤和ل（信州大学学ज़研究院教育学ܥ）、
堀田龍也（東北大学大学院情報科学研究科）

��"��
学शの個性化イϝージ支援動画を初任者がࢹௌしたࡍの理
ղ・再生速・再生回数の調ࠪ

南ᑍ༏（信州大学大学院教育学研究科）、
佐藤和ل（信州大学学ज़研究院教育学ܥ）

��"�� 中学校における「学ͼ方」の自֮のม容について 中ಸࡊ（高松市ཱউլ中学校）、ହ山༟（໐教育大学）

��"��
初等中等教育を対としたインストラクショφルデザイン
研究の動向

三井一ر（山ས大学）、堀田龍也（東北大学大学院）

ʬ�3�#�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿ中੪࢙（東みよしொཱன間小学校）

��#��
理科の授業における動画のѻい方の工 、田実（春日井市ཱ高森台中学校）、小৾（春日井市ཱ高森台中学校）ݪ

ਫ୩年（春日井市教育委員会）、高ڮ७（東京学芸大学）

��#��
動画教材を用いた個別最దな学ͼ 武田ঘ大（春日井市ཱ高森台中学校）、小৾（春日井市ཱ高森台中学校）、

ਫ୩年（春日井市教育委員会）、高ڮ७（東京学芸大学）

��#��
児童のクラυの活用意識と自ଚ感情とのؔ性の調ࠪ ਿ本啓അ（春日井市ཱ藤山台小学校）、ୌ沢༤ଠ（長野市ࣰཱϊ井小学校）、

久慶貴（春日井市ཱ藤山台小学校）、佐藤和ل（信州大学）

��#��
小学校社会科（ྺ࢙分野）におけるࢿྉのಡみ取り・౷合
とڞ༗をଅすクラυ型ホワイトϘーυの活用

ԕ藤ོ平（Ԭ山市ཱԣ井小学校、໐教育大学大学院）、
藤ݪ৳（໐教育大学）
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��#��
児童のٙ問をਂ化させるためのCIBUG1T（1FSQMFYJUZ�BJ）
の活用
ʵ�AIを૬ஊ役として活用するための教ࢣの役ׂʵ

֯ೲ༟信（金沢市ཱ大ಙ小学校）、ਗ਼ਫ和久（金沢ྏ大学）

ʬ�3�C�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿ山ޱ和（北ւಓ教育大学）

��$��
ඃ学शにおける࡞業ղઆ動画を活用したస授業の導ೖ 藤ᖒହ行（࡚市ཱ࡚高等学校ෟଐ中学校）、末߂由Ղ理（武ݿঁ子大学）、

٢井ඒಸ子（武ݿঁ子大学）

��$��
一人一台端末のར活用によるʰ方๏બ型୳究学शʱの指
導ޮ果

北ᖒथ（ؠ沼市ཱؠ沼小学校）

��$��
「教科におけるプログラϛング教材の活用」〜小学校Ի楽
科「Ի楽ͮくり」における4DSBUDIの活用ޮ果〜

ഡݪ७一（中野市ཱ中野小学校）、ਗ਼ਫխ之（্ӽ教育大学）、
内ඒܙ子（中野市ཱ高社小学校）

��$�� 児童が࡞成した学श動画の活用実践とそのޮ果 উ井まどか（ླࣛ市ཱ合小学校）、ౡߞ平（北ւಓ教育大学）

��$��
中学校൛「ߟえる授業やるΩット」の開発とݕ౼　ʵ問題
発見・課題ઃ定場໘における指導の生徒の主体的な学ͼを
引き出すʵ

Ӭඌ啓ޛ（東京都にしみたか学Ԃ三ୋ市ཱ第二中学校）、
堀田ത࢙（Ԃ田学Ԃঁ子大学）、؏井�真࢙（N),）

ʬ�3�D�教科指導におけるICT活用�ʭ座長ɿ中ඌ教子（神ಸ工科大学）

��%��
ෆ登校特ྫ校における課題ղܾ型ಠ自ίンテンツによる
73教育の実践的研究

大ढ़྄（ᒍもみじ中学校）、ᖒ૱（ࣜג会社�きたまいか）

��%��
小学校第５学年国語科のクラυを活用した協ಇ的な学ͼ
における学शܗଶのબ理由の調ࠪ

山ܟ生（春日井市ཱ松ݪ小学校）、久慶貴（春日井市ཱ藤山台小学校）、
石ߒݪ一（春日井市ཱ松ݪ小学校）、ହ山༟（໐教育大学）、
佐藤和ل（信州大学）

��%��
学ͼの表現手ஈとしてのプログラϛング教育の୳究　ʵ
「学ͼの࡞品化」のఏҊʵ

、ౡҥӯ（学श院大学大学院、特定ඇӦར活動๏人みんなのίーυ）ٶ
中村྄ଠ（学芸大学ෟଐૣ小学校）、ࠇ行（佐ொ教育委員会）

��%��
N),�GPS�4DIPPMを用いた実践〜୭一人取りさない自らߟ
え行動するࡂ学श〜

Տ田ຑ༎（松ࡕ市ཱ久อ中学校）、ೇ本（ݩ松ࡕ市教育委員会）

��%��
１人１台端末とクラυ環境で学शする生徒の学श؍にؔ
するݕ౼

本໌子（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
長ೄਖ਼๕（春日井市ཱ高森台中学校）、井村ѥل子（春日井市ཱ高森台中学校）、
ਫ୩年（春日井市教育委員会）、高ڮ७（東京学芸大学）

ʬ�3�E�特別支援教育�ʭ座長ɿᗣ༤二（ఇ京大学）

��&��
「自閉・情ॹো特別支援学ڃにおける73を活用した体
力感、ίϛϡニέーション能力ޮݾ活動と交ྲྀ活動」自ݧ
の向্と現実ੈքとの続を目指して

高࣏ݦ（ੈ田୩区ཱੈ田୩中学校）、ळ野ޫ࠸（加լ市ཱ小学校）

��&��
「特定分野に特ҟな࠽能を࣋つ児童生徒」への支援ツール
としての生成AIの可能性

ླलथ（東京学芸大学ෟଐ小金井小学校）、
佐藤子（東京学芸大学ෟଐ小金井小学校）

��&��
知的োがい児の教科指導におけるプログラϛング的ߟࢥを
育Ή試み　ʵ年ྸ児向けプログラϛングツール等を用い
た事ྫ報告３ʵ

ԕ藤ඒ（ٶ県ཱ金成支援学校）、ᗣ༤二（ఇ京大学）

��&��
知的োがいがあるࢶ体ෆ自由児の֓೦ܗ成の֫ಘをଅ進し
うるワンタップ教材Ξプリの開発

北村京子（三ॏ県ཱ会特別支援学校）、٠ل（三ॏ大学）

��&��
特別支援ڃにおける学श支援ツール（ロイロϊート）を活
用し、自分のイϝージを大にした国語教材の๛かなಡみ

手ౡୡ༤（ذෞ県ذෞ市ཱڸౡ小学校）

ʬ�3�'�教員研修、教員ཆ成�ʭ座長ɿ佐藤和ل（信州大学）

��'��

ԕִ合ಉ授業のීٴに向け、教員意識のม容にண目した教
員研修Ϟデルの開発とධՁ　ʵ学ࣷ間をオンライン続し
たԕִ合ಉ授業のਪ進と「#:0D・デジタル教材・૯୳」
との࿈ؔʵ

҆見政（京都ཱٶఱڮ高等学校）、中ࠜ新（京都ཱ୮後風高等学校）

��'��
対໘とオンラインのϝリットを生かした36073研究授業
システムの構築と実践

前田ণࢤ（三ॏ大学教育学部ෟଐ小学校）

��'��
GIGA端末の日常的活用を目指した学校全体での取組と教
員の意識のม容について

高修一（京都市ཱ神小学校）

��'��
ԕִ地を݁ぶ授業研究と研修Ϟデルの開発　ϝタバースを
活用した授業研究のあり方

三Ӝହ（北ւಓ�ਂ市ཱਂ小学校）、
、（見沢市ཱ第二小学校ؠ�北ւಓ）ढ़介ࡔࠇ
田൏ే（北ւಓ�ਂ市ཱਂ小学校）

��'��

GIGAスクール構想以降にܧ続的に小学校の授業のॿݴを
行う大学教員のॿݴ内容の実ଶ調ࠪ

ҏ藤真ل（信州大学大学院教育学研究科、長野県信ೱொཱ信ೱ小中学校）、
南ᑍ༏（信州大学大学院教育学研究科）、
ए月ԝ（信州大学大学院教育学研究科）、
ହ山༟（໐教育大学大学院学校教育研究科）、
佐藤和ل（信州大学学ज़研究院教育学ܥ）
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ʬ�3�G�そのଞ�ʭ座長ɿ三貴久子（40ށ-AN小学校）

��(��
୳究学शにおけるอޢ者サポーターを支える情報ڞ༗プラ
ットϑΥームの構築とධՁʵอޢ者サポーターの意識調ࠪ
の݁果よりʵ

、（AN小学校-40ށ）ԝݪࡗ
三貴久子（40ށ-AN小学校）、
稲垣（東北学院大学）

��(��
૯合的な学शの࣌間における「࣋続可能な社会のり手」
の育成

ᜊ藤ெ（ઋ台市ཱ南小ઘ中学校）

��(��
ルーϒリックについて児童と合意ܗ成するための手ཱて〜
第３学年のプロジΣクト学शの事ྫ〜

ླ慶थ（40ށ-AN小学校）、
小ౡѥ՚ཬ（ಸྑ教育大学）

��(��
学श指導要ྖίーυを介した教科ॻ間࿈ܞシステムの試Ҋ ӿ本૱（日本ঁ子大学）、大井ক生（人間文化研究ػ構）、

高久խ生（ஜ大学）、Ѩ児༤之（東京国ཱതؗ）、
༗山༟ඒ子（࣎լ文教期大学）、ߐ由Ղ（国ཱ教育政ࡦ研究所）
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͡Ίʹ
　本セッションでは、情報教育・情報活用能力の育
成についての４件の研究が報告され、協議が行われ
ました。それぞれの発表の後、盛んに意見交ྲྀが行
われ、本分科会のテーマである情報教育についての
議がਂまり、この分野におけるこれまでの成果や
今後の課題が໌らかになりました。
１．研究ൃදʮ��"��ʯ
　「子供と教ࢣによるリΞルタイム・再ฤ集型ʰ情報
活用能力マップ 」ɦというテーマでの発表でした。本
研究は、情報活用能力の育成を目指し、「やまっこ情
報ͣかん」をGPPHMFサイトで開ઃし、児童と教ࢣの
情報活用能力を高めることを目的として実ࢪされた
研究でした。本研究では、児童と教ࢣにΞンέート
を実ࢪし、それらの݁果をൺֱして、今後の授業実
践に活かす内容でした。
　調ࠪ݁果からわかったことは、情報Ϟラルは教ࢣ
の所感よりも児童の自ݾධՁが高い。タイϐングは
教ࢣの所感よりも児童の自ݾධՁが高いという݁果
でした。このような݁果を基に、教ࢣが自らの指導
を؍٬的にଊえ、今後の指導に役ཱてていくことの
ॏ要性が示されました。
２．研究ൃදʮ��"��ʯ
　「୳究的な学शにプログラϛングを取りೖれた୯
というテーマでの発表でした。本研「ٴ開発とීݩ
究では、５年生社会科「これからの工業生࢈」、５年
生社会科「自વࡂから人々をकる」、２年生国語科
「たんΆΆのͻみつを見つけよう」、６年生国語科「ொ
の」についての実践が紹介されました。児童
がこれらの教科でプログラϛングを体ݧし、意工
する࢟がҹ的でした。
　本研究の今後の課題として、開発した୯ݩをく
啓発し、プログラϛング教育の実践をしようとする
教員のために、授業事ྫやワークシートなどのࢿྉ
を公開し、プログラϛングの実践がීٴすることを
目指して行きたいと今後の課題について語られてい
ました。

３．研究ൃදʮ��"��ʯ
　「小学校４年生におけるh 情報活用能力ʱh問題発見・
ղܾ能力ʱを育成する試み」というテーマでの発表
でした。本研究は、૯合的な学शの࣌間の中で、「#F�
B�QJPOFFS � 〜よりよいくらしにࢲたちのΞイデΞを
〜」を୳究テーマとして「情報活用能力」「問題発見・
ղܾ能力」の育成を目指して行われた実践が基にな
った研究でした。本研究の૯合的な学शの࣌間は７
つの小୯ݩで構成されていました。今回の発表では
「すじಓをཱててߟえよう」のプログラϛングを௨し
てܗ࢛֯の性࣭について理ղする実践と「υローン
お役ཱちΞイデΞ」のࡂの対ॲのための取組や、
にඋえてυローンをどのように活用することがࡂ
できるのかについて児童が୳究し、ΞイデΞのఏҊ
ॻをॻくという実践について報告されました。研究
の成果として、小୯ݩをܦることに、情報や情報ٕज़、
ίンϐϡータをって課題をղܾしようとするଶ
が身に付き、୳究のプロセスが高化されたと報告
されました。
４．研究ൃදʮ��"��ʯ
　「୳究での活用を目指した情報教育カリΩϡラム
のධՁ」というテーマでの発表でした。本研究では、
「情報活用能力の体ܥ表ྫ」を基に、学校でಠ自の情
報教育カリΩϡラムを࡞成し、カリΩϡラムに示さ
れた力を育成するためにޮ果的であるとߟえられる
Ξプリέーションを対応付け、児童の情報活用能力
のॆ実をਤっていることについての報告でした。
　情報教育でशಘした情報活用能力が、୳究の学श
でどのように活かされたかを໌らかにする্で、「み
つける」「しらる」「まとめる」「つたえる」のプロ
セスを基に児童にΞンέート調ࠪを実ࢪしました。
これらの調ࠪの݁果、情報とߟえるٕの࣌間にशಘ
した情報活用能力が୳究の学शでどのように活かさ
れているのかについて、「児童は活用している࣌間を
֓Ͷ感じているものの、その感じ方は୳究プロセス
や情報活用能力によってҧいがあること」が໌らか
になりました。

ݚ
ڀ
ൃ
ද
Ұ
ཡ
ɾ
ݚ
ڀ
ൃ
ද

ൃද��"ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ

तɹଜ�໌ڭҭେֶɹ।ڭӃֶࢁɹ౧࠲ ݑ



JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY研 究 ൃ ද

14

N
EW

SLETTER
  N

o
.146

͡Ίʹ
　本セッションでは、情報Ϟラルや情報セΩϡリテ
ィにؔ࿈する研究発表が行われました。現৬教ࢣ、
企業ؔ者、大学生、大学院生による発表で、情報
Ϟラルや情報セΩϡリティにؔする実践的な研究成
果が報告されました。
　それら４本の発表に対して、ϑロΞからたくさん
の࣭問や意見が出されて、ޓいに高め合う場໘が多
く見られました。セッション終ྃ後に、意見交換や
名交換などが行われ、セッション参加者ಉ࢜の交
ྲྀもਂめることができました。

１．研究ൃදʮ��#��ʯ
　本研究では、૬模ݪ市ཱ小中学校ࢹௌ֮教育研究
会を中心に࡞成した「情報セΩϡリティ・Ϟラル」
のै来の指導ܭ画を見し、プランやϋンυϒック
を改గしたܦҢと活用のঢ়況が報告されました。
　これまでに、૬模ݪ市内のどの学校でも実践でき
るような授業ύッέージを開発していましたが、デ
ジタルシνζンシップのߟえ方を取りೖれたプラン
やϋンυϒックになるように研究会でڞ௨理ղをܗ
成しながらࢿྉ等の改గを進めたことが紹介されま
した。
　児童生徒が教材にΞクセスできる環境等の活用の
様子を紹介するとともに、児童生徒がC#Tを用いて
自ݾνΣックできる様子や情報Ϟラルの授業で自ݾ
ܾ定している様子等が報告されました。

２．研究ൃදʮ��#��ʯ
　本研究では、情報Ϟラル教育の現ঢ়と課題を౿ま
えて、「情報Ϟラル教育」の指導内容を実ଶに応じて
ॏ化した実践が報告されました。
　クラυ環境や授業支援ツールを活用して、情報
Ϟラルにؔする教員研修や授業支援を進めた実践を
報告しました。また、学校の要にあった内容を取
り্͛るようにするとともに、テϨビ会議や対໘等、
実ࢪ方๏を工した取組が紹介されました。さらに、
อޢ者も対とした情報Ϟラルの研修を工しなが

ら進めていき、4N4等をੵۃ的にར活用できるため
の情報ఏ供をしていることが報告されました。

３．研究ൃදʮ��#��ʯ
　本研究は、情報Ϟラルのオンライン教材を活用し
たࡍのログを児童生徒や教員にఏ示することで、学
शや指導の参ߟ情報に活用するために、具体的にど
のようなデータがμッシϡϘーυとしてఏ示されれ
、情報Ϟラルにؔする児童生徒の学शや指導に活
用することができるかをݕ౼した研究です。
　小学校の教員にインタビϡー調ࠪを行った݁果、
児童の理ղがෆしているを表示する個人のデー
タや、よく見られているίンテンツを࣌期別にまと
めたデータなどがٻめられていることが示ࠦされた
ことを報告するとともに、今後はμッシϡϘーυの
開発をߋに進めていくことが報告されました。

４．研究ൃදʮ��#��ʯ
　本研究は、小学校の高学年児童が情報ڞ༗システ
ムとしてのGPPHMF�CMBTTSPPNのストリームをར用し
た実ଶから、そのར用により高まるとߟえられる児
童へのΞンέートをもとに、情報活用能力にؔする
ม容を分ੳした研究です。
　Ξンέート݁果から、児童がストリームのར用に
よってインターωットや4N4のར用などの情報Ϟラ
ルにؔする情報活用能力が育成されるとߟえている
ことが示されたことが報告されました。今後、実ࡍ
に児童の情報活用能力が高まったかをূݕする༧定
であることを紹介しました。

ൃද��#ɹใϞϥϧɺใηΩϡϦςΟ
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　本セッションでは小学校から高校までのすての
校छにؔする研究報告がされました。教科にଈした
ものから学校全体の取組など෯い報告でしたが、
それらにڞ௨が見出せるような、とても༗意ٛな
発表となりました。
１．研究ൃදʮ１�̘ ��ʯ
　９年間を見௨した児童生徒の情報活用能力の育成
と授業ͮくりの実ࡍと、今後の展にؔする報告で
した。学校区内の３つの学校が࿈ܞできるような内
容を目指したものでした。
　目すきは、教ࢣが授業をつくるというࢹ
から、生徒がどのように学ぶのかというࢹへの
りସえをおこなっていることです。そのために教ࢣ
自身が自らの授業を生徒ࢹで可ࢹ化するツールを
用いたり、個人の学ͼをଅすようなෳઢ型授業をす
すめたりしています。これらは個々の教員で取り組
めྑいというわけではなく、学年間や教科間での
取組がඞ要となります。
続的な取組としてࠜ付かせていくためには、各ܧ　
学校の校長を中心とした࿈ܞ体੍がඞ要であると示
されました。授業方๏の改ળというϨϕルよりも、
各教員の教育؍・指導؍をมえていくような࿈ܞや
学校間の情報ڞ༗が期されます。
２．研究ൃදʮ１�̘ ��ʯ
　高等学校において、֎国にルーツをもつ生徒への
支援に対する報告でした。芸ज़科ॻಓの授業の中で、
ө૾ࢹௌ前後の生徒の࡞品や意識のม容を分ੳし、
芸ज़科ॻಓにおけるө૾ࢹௌのޮ果についてߟす
ることを目指したものでした。
　֎国にルーツをもつ生徒の成果という࣭的なデ
ータを分ੳすることや、授業をཤ修している生徒全
員の自由هड़を分ੳするྔ的なデータもଊえており
ෳ数のデータから目的にഭΖうとしているとこΖが
特だといえます。また、ߟにおいてө૾ࢹௌが
すての生徒にޮ果があったということではなく、
生徒によっては表現がしにくくなった生徒もいるこ
とも報告されています。このようにෳ数のデータを

用いて多様な生徒のঢ়況に合わせた、ө૾ࢹௌによ
る「ࣈԾ名交じりのॻ」のޮ果的な学शϞデルの
構築もおこなわれていました。今後はこの学शϞデ
ルのさらなるਫ਼៛化が期されます。
３．研究ൃදʮ１�̘ ��ʯ
　中学校におけるΩャリΞ教育の実践を௨した能動
的学श者の育成を目指した取組の報告でした。知・ಙ・
体を࣠とした「生きる力」を育Ήことを目指し、教
育活動全体を௨してバランスよく一体的な育成を行
うために、自ݾ理ղ力やଞ者理ղ力などを含Ή６つ
の基ૅ的・൚用的能力のઃ定や、学ͼのポートϑΥ
リオやΩャリΞύスポート、自ݾ理ղシートなどを
用いた実践がなされていました。
　教員の授業改ળやカリΩϡラム・マωジϝントが
主体的に行われたことによって、生徒の学श意ཉや
自ݾ༗用感、自ݾ調力などの数が্ঢしたこと
が֬認されたことは、�ଞの中学校へのྑい事ྫとし
て発信できる内容であるとࢥいます。課題としては
本実践が࣋続可能な取組としていくためには、学校
の文化としてどのようにࠜ付かせるのかがॏ要だと
。えますߟ
４．研究ൃදʮ１�̘ ��ʯ
　「指導の個別化」を目指した小学校の授業ઃܭにお
いて、教材のͻとつとしてN),�GPS�4DIPPMは学श者
にどのようにબされていくのかにؔしての報告で
した。小学校２年生と５年生を対に、個人端末や
N),�GPS�4DIPPMがいつでも児童がࢹௌできる環境の
もとで実践した݁果、બされる教科の向や児童
がどのような場໘で活用するのか、さらに児童が教
材をબしない場合の理由などについて໌らかにな
ったということです。
　本実践の目すきは、「指導の個別化」を目指
した授業ઃܭで、学श者が教材を自由にબできる
ことに加え、学श୯ݩの導ೖや振り返りの࣌間で「学
ͼ方をڞ༗する活動」を取りೖれることであったと
しه続的な取組をܧ向やえます。ଞの学年のߟ
ていくこと次の課題ઃ定やධՁに活かせるのではな
いかとߟえます。

ൃද��$ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、４件の発表が行われました。
4TEA.教育での「ものͮくり」にルーϒリックを
用した児童個々への支援とධՁのޮ果を調ࠪした
もの１件、ICTを活用し、࢈学がܨがり地Ҭ生
をߟえる「૯合的な୳究の࣌間」のカリΩϡラム開
発にؔするもの１件、国語科の語文における小学
校学年児童のଞ者参রにؔする特を調ࠪしたも
の1件、中学校ٕज़におけるプログラϛング学श教材
の開発と活用にؔするもの１件で、多様で意ཉ的な
発表内容であるとともにどの発表についても大ม活
発な意見交換がされたことがҹにりました。
１．研究ൃදʮ��%��ʯ
　本報告では、4TEA.教育で「ものͮくり」につ
いて前年の実践後の調ࠪから、児童への支援やධՁ
に課題があり、それを改ળするために課題ղܾのた
めのルーϒリックを࡞成しఏ示したことにより、学
श活動への意ཉが高まったという報告がされました。
　報告は小学校４年生での「ϛニϋーυル੍࡞」の
実践内容でしたが、ルーϒリックにより、児童に学
शの方向性や自ݾධՁの؍が分かるようにした
とઃܭਤや੍࡞過ఔの動画、13動画ٴͼ振り返りカ
ーυ等をデジタルデータとしてし、෮शとして活
用できるようにしたが児童の活動意ཉの向্と੍
の方向性を意識させるにあたって༗ޮであったと࡞
。をさらに期いたしますূݕえます。このߟ
２．研究ൃදʮ��%��ʯ
　本報告では、地Ҭݙߩによって生徒の自ߠݾ定感
を高めるために、࢈学がܨがる地Ҭ生をߟえる
３年間の「૯合的な୳究の࣌間」のカリΩϡラムを
開発し、それを実践ূݕした݁果、「地Ҭ生」の課
題をより「自分ごと」としてとらえることができる
ように、生徒が問題意識を࣋ち、自ら問いをཱて、
答えのない問いに対してղܾの方๏をߟえるプログ
ラムに改ྑするඞ要があるという報告がされました。
と協力し、３年間のカリΩϡラムを開発さ学࢈　
れたことは、ૉらしいことだとࢥいます。ͥͻ改
ྑされたカリΩϡラムでの実践も報告していただく
ことを期します。

３．研究発表「1-D-3」
　本報告では、小学校学年の児童が、国語科の
語文で主人公の人૾をଊえることを目ඪとする授
業で、児童が教科ॻの本文をࠜڌとして主人公の人
૾を想૾し、JBNCPBSEにهೖする࣌にଞ者のߟえ
がॻき込まれたJBNCPBSEを参রできるようにして児
童が参রする࣌の特を調た݁果、ଞ者参রする
児童は、全体の進าঢ়況を֬認することや、自分の
えに٧まったりしたときに参রߟ、えを補ったりߟ
していて、参রしない児童は、自分でߟえることが
可能と感じているため、参রしないという特があ
ることが示ࠦされたという報告がされました。
　児童がଞ者参রする࣌の理由について໌らかにさ
れた貴ॏな報告ではなかったかとߟえます。端末の
画໘画によりଞ者参রした࣌間と回数を調ࠪされ
て報告されていますが、さらに、この݁果について
の分ੳ報告を期いたします。
４．研究ൃදʮ��%��ʯ
　本研究は、プログラϛング学शを１人１台のGIGA
端末を用いて行うにあたって、4DSBUDIをϕースに開
発された中学校ٕज़のプログラϛング学श教材「ス
Ϟルビー」を用し「ωットワークをར用した
方性のあるίンテンツのプログラϛングによる問題
のղܾ」として、間と҆全・҆心にར用できるϝ
ッセージΞプリを開発するという課題をઃ定し、
ᨱ中ইの੍、スタンプ࿈ଧのࢭېなど生徒が日常
的にかかえている課題をઃ定しಉじ課題を͛ڍた生
徒ಉ࢜をグループにしたことで、授業で意ཉ的に取
り組Ή࢟がみられたという報告がされました。
　ಉじ課題を࣋つ生徒をグループにして課題ղܾを
ਤることにより、੍࡞意ཉを࣋続させることができ
たという報告内容は、大ม参ߟになります。さらに、
授業ධՁの方๏とその݁果を詳ࡉに報告していただ
けるとこの授業についての生徒のঢ়況がよりわかる
のではないかとߟえます。

ൃද��%ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、教科指導におけるICT活用と
題して、学श者用デジタル教科ॻの活用、中学校Ի
楽科での73教材の活用、１人１台情報端末でのڞಉ
業、学श教材のύッέージ活用、の４件のテーマ࡞
で発表がありました。
　以Լに、その発表֓要について、ղઆします。

１．研究ൃදʮ��&��ʯ
　小学校国語学श者用デジタル教科ॻを活用して１
年ະ満の児童を対に、学श者用デジタル教科ॻの
ߠ能に対するධՁを調ࠪした。７ׂ近くの児童がػ
定的なධՁで、その理由として、学शޮ果を実感す
るهड़や一人一人の学शঢ়況に対応できることを実
感しているهड़があったと報告がありました。
　児童は、ࢴの教科ॻにはないػ能を新に感じ、
またその༗用性を感じています。一方で、ܧ続してデ
ジタル教科ॻを活用することで、ࢴの教科ॻのྑさ
を再認識したりします。ࢴの教科ॻにはないػ能を、
デジタル教科ॻで体感することで、そのいやすさ
を児童が実感し、教ࢣがその様子を֬認して、授業
での活用๏がさらにがっていくことを期します。
２．研究ൃදʮ��&��ʯ
　国ࡍバカロϨΞにԊった中学校Ի楽科のؑ授業
に、オーέストラの73教材を活用した授業実践報告
でした。73教材により、さま͟まな楽ثのԻ৭や
๏などを生徒が自ら見つけ出すことができ、オーέ
ストラに対する多くの気付きやそれを基にしたグル
ープでの協ಇ学शによって楽ۂへの理ղがਂまり、
ؔ心が高まった、と報告がありました。
　73が小学校・中学校・高校の様々な授業に取りೖ
れられ始める中で、Ի楽科での73教材のޮ果的活用
を示された取組でした。CDなどのԻݯだけでは生徒
が気ͮくことがしい様々な楽ثの๏やۂ中の役
ׂを73教材を用いることで発見することができ、そ
の情報を生徒間でڞ༗する࢟も見られるでしΐう。
生徒の学शと社会をつな͛る73教材の活用事ྫとし
て、そのまりに期しています。

３．研究ൃදʮ��&��ʯ
　１人１台の情報端末によるクラυを活用した児
童の合意ܗ成の特を໌らかにする実践で、ڞಉฤ
集ػ能を用いた目ඪの࡞౼ݕ業では、児童が「たく
さんの課題でも、༑ୡと一ॹにやれできる気がし
た」「グループのためにߟえたり意見を出したりする
のが楽しかった」「学शがۤ手な人たちでも団݁すれ
ྑい成果が出せると感じた」と実感した、と報告
がありました。
　小学校や中学校では、新ฉやプϨθン࡞成過ఔで、
クラυでのڞಉ࡞業やฤ集の取組が見られます。
児童にとっては、今まで実現できなかった࡞業が可
能になるܹ的な取組です。一方で、ڞಉ࡞業やฤ
集に集中する༨り、発話によるίϛϡニέーション
がݮগするという課題もىこります。クラυでの
過ఔなど࡞やֆਤの੍ࣈ業్中では、表現する文࡞
で、発話で表現しない児童間のίϛϡニέーション
はىこっています。教ࢣや児童が、ίϛϡニέーシ
ョン手๏のม化をどのように理ղし、取りೖれてい
くかのݕ౼もඞ要となっていきます。
４．研究ൃදʮ��&��ʯ
　2020年より中学校の社会科の授業で、教科学श
教材のύッέージを੍࡞し、授業で活用されていま
す。その中の課題として、教材ύッέージを活用し
ないへ「N),�GPS�4DIPPMのؔ࿈൪組を取りೖれる
こと」、「各୯ݩの課題ઃ定を生徒に任せること」な
どの工をࢪし、ύッέージの活用が্ঢした、
という報告がありました。
　ύッέージ化することで、授業目ඪやそれぞれの
課題ղܾまでの過ఔは໌֬になるかもしれません。
しかし、生徒が自ら課題બできるようにしたり、
教材に文ࣈだけではなく、ࢹௌ֮教材を用するこ
とで、生徒の授業導ೖ࣌の意識にม化がىこってい
ます。それが、社会科という教科の特性なのかもし
れません。また、ଞ教科でも応用できるのか、学年
が্がってもಉじようなޮ果は期できるのか、な
ど実践をܧ続していただき、そのޮ果のまりに期
しています。

ൃද��&ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、教育や学श用のιϑトΣΞ・
システムにؔする開発やシステム開発にあたるݕ
౼、そしてシステムをར用した্でのධՁについて
の発表がされました。
１．研究ൃදʮ��'��ʯ
　小学校国語科における「ॻくこと」についてのオ
ンデマンυ教材のඞ要性や組みについて発表がさ
れました。学校教育だけでは࣌数的にࠔだとߟえ
られる発展的な学ͼを、今回発表したオンライン教
材をར用して、Ոఉ教育の中で実践を進めたいとい
う報告がありました。オンデマンυ教材は、Ξニϝ
ーションをఏ示するػ能と学श者が任意にӾཡでき
るػ能の２つから構成され、当日は実ࡍにΞニϝー
ション付きのオンデマンυ教材がఏ示されました。
「ॻくこと」についての学ͼを進める্で、国語科の
語ͮくりを題材としていました。子どもが学श意
ཉをҡ࣋できるようにΩャラクターやԻなどの工
が見受けられました。ॻくことはどの学शでもॏ
要な内容のため、ଞの教科の学शにも生かせる教材
となっていました。
２．研究ൃදʮ��'��ʯ
　主に小学校や中学校でར用されるN),�GPS�4DIPPM
の動画ίンテンツの詳ࡉな情報を取ಘできるA1I
（AQQMJDBUJPO�1SPHSBNNJOH�IOUFSGBDF）をར用したシ
ステムの発表がされました。現ࡏの学校教育ではク
ラυサービスをར用した学शが進められています
が、そのクラυサービス্にੵされているૢ࡞
ཤྺや学शཤྺ等の学शデータのར活用についての
事ྫはগないঢ়況にあると報告がありました。そこ
で、N),�GPS�4DIPPM�A1Iをར用して、学श者がࢹௌ
した動画ίンテンツの情報を集ܭするシステムを開
発したというઆ໌でした。システムは学श者が「調
学शカーυ」というシートをར用し、教ࢣがその
集݁ܭ果をμッシϡϘーυでѲできるものです。
開発したシステムを小学校教員およͼ指導主事にධ
Ձしてもらい、詳ࡉな改ળ部分についての示ࠦがあ
りました。す͙にも教育データをར活用できるシス

テムのため、今後の実践ར用に期できる内容でした。
３．研究ൃදʮ��'��ʯ
　教育データを分ੳする手๏としてラーニング・Ξ
φリティクス（以Լ、-A）というものがあり、-A
ツールのͻとつである-EA'システムの活用事ྫを
示す߲目構成のプロトタイプが発表されました。
-EA'システムとは学श理システムや教材配信シ
ステム、学शログデータϕース等を౷合したシステ
ムです。教育データをར活用した教育現場の事ྫは
গないため、教育データ活用事ྫを理することで、
-Aやシステムの活用をଅ進しようとの報告がありま
した。そのため、طଘのICT活用事ྫ集の߲目との
ൺֱを行い、߲目構成のプロトタイプの開発を行っ
ていました。具体的な߲目としては一੪、個別等の
活用目的・ܗଶや、学श理や教材配信といった活
用内容などに߲目が理されていました。この߲目
構成は-EA'システムだけではなく、ଞの8E#シス
テムでも活用できるような内容となっていました。
４．研究ൃදʮ��'��ʯ
　大ࡕຳ໘市における児童生徒の教育データをݩ
に、ಠ自のAIを活用した個別最దな学ͼに向けた指
導についての発表がされました。ར用するデータは
児童生徒13000人分の10年間にわたる学力テストや定
期テストデータ、Ξンέートなどであり、それをも
とにしてAIϞデルを࡞成しています。そのAIϞデル
をར用して、教ࢣに対しては、教ࢣ向けのμッシϡ
Ϙーυにおいて児童生徒の৳ͼしΖや振り返りのポ
イントを示していました。このμッシϡϘーυ্の
情報を見ることで、֘当の児童生徒に対する個別な
学श指導をߟえることができるということでした。
児童生徒はμッシϡϘーυのఏ示だけでなく、おす
すめ教材等のఏ示もされます。そして、おすすめ教
材の取組ঢ়況の前後でのC#T（CPNQVUFS�#BTFE�
TFTUJOH）の݁果について分ੳを行いました。その݁
果、おすすめ教材を実ࢪした児童生徒の60�で
数が্がる݁果が示ࠦされ、今後さらなる個別最ద
な学ͼに向けた指導への活用が期できる内容でし
た。

ൃද��'ɹڭҭɾֶश༻ιϑτΣΞ開ൃɾධՁ
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　本セッションでは、ICT活用にؔわる教員ཆ成や
現৬教育にؔわる取組が４件、報告されました。い
ͣれも、実践の様子や調ࠪ݁果が詳ࡉにड़られ、
参加者は、ICT活用にؔわる教員や教員ࢤ学生の
学ͼの࢟をイϝージしたり、そのࡏり方や可能性を
。したりすることができました౼ݕ
１．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「教科における୳究的な学शの実践に向けた取り
組み」というタイトルで、加ݹ市教育委員会より
研究指定を受けて取り組んだ「スマートスクールਪ
進Ϟデル校」の実践を報告しました。大ن模校にお
いてICT活用を࣋続的に発展させるための工が紹
介されました。
　ϛニ研修、教科別ICT研修、授業研究、模ٖ授業、
教科部会等の多様な研修が学期ごとにదに配ஔさ
れるなど、加ݹ中学校では、研修ܭ画がஸೡに४
උされていました。また、「学ͼのイϊϕーション事
業」の成果である「学校におけるICTを活用した学
श場໘」をཏ൫にして、各教科でICT活用を進め
ていたことも、ಉ校の校内研修の工として目に
します。さらに、全国学力・学शঢ়況調ࠪや生徒
Ξンέートの݁果を౿まえて、成果と課題を໌らか
にしていること、とりわけ課題として「୳究型学श」
のਪ進を意識なさっていることにも、研究の発展が
感じられました。
２．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「教員をࢤす学生へ実感あるプログラϛング教育
の実践 �ϑィジカルプログラϛングを௨して」という
タイトルで、教員ࢤ学生に、プログラϛング教育
のॏ要性とそのޮ果的な指導๏を認識させるための
実践について報告しました。プログラϛング教育の
３つの方๏「Ξンプラグυ」「ビジϡΞル」「ϑィジ
カル」による学श体ݧを受講者にఏ供し、そのޮ果
と課題を受講者Ξンέートからಉ定しています。具
体的には、Ξンέートのঀड़に対してテΩストマイ
ニングをࢪし、受講者は「ϑィジカルの方がプログ
ラϛング的ߟࢥの学शޮ果をڧく実感」していると

いう݁果を໌らかにしています。プログラϛング教
育にؔわる教員ཆ成プログラムを構想するための貴
ॏな知見がఄされました。
３．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「子どもの学ͼに学ぶ授業研究のʵ対話を௨
して多様で個性的なߟえを見いだす生徒の育成を目
指してʵ」というタイトルで、ಉ校の３年間にわた
る授業研究の工を報告しました。ಉ校の教ࢣたち
は、授業研究を行うにあたって、子どもが「主体的・
対話的でਂい学ͼ」にै事していることを֬認する
ための５つのࢹを定めています。また、それに基
ͮいて、研究授業がデザインされ、研究授業後の౼
議が進められてきました。特に、「生徒の「学ͼ合い」
の場໘を、ICTثػを活用してԻ・画したり、
発話هを࡞成したりして、詳ࡉにѲしてきました。
　120回にもٴぶ授業研究会のੵから、ಉ校は、
Ի・画هと発話の文هࣈを組み合わせて、子
どもの「学ͼの事実」により֬かに、より៛ີにഭ
るための授業研究会のシφリオを࡞成しています。
また、それを࿈続・発展させるためのϑΝシリテー
ターの役ׂなどをఏҊしています。
４．研究ൃදʮ��(��ʯ
௨ϑϨームʰデジタル・タΩιϊϛーʱを用いڞ」　
た୯ݩઃܭと授業研究のための教員研修にؔする一
。というタイトルで、研究知見を報告しました「ߟ
それは、「デジタル・タΩιϊϛー」にؔする、理
的・実践的な教員研修、研究授業、୯ݩઃܭの分ੳ
と改ળ、Ξンέート調ࠪという࿈続的な研究活動の
Ң、その成果や課題をまとめたものです。教科୲ܦ
任੍を࠾る中学校において、ICT活用を組৫的に進
めるࡍに༗用なツール、それを活用するプロセスが
紹介されました。特に「ϕーシック型」「サークル型」
「プロジΣクト型」という୯ݩઃܭのྨ型は多くの
教員にとって示ࠦਂいでしΐう。
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　本セッションでは、୳究学शや児童・生徒の主体
性にண目した実践について報告されました。学校全
体の取組や学年や教科をލいだカリΩϡラムデザイ
ンなど、μイφϛックなࢹの話から、授業中の教
の支援や教科での取組など、具体的な授業実践のࢣ
話にࢸるまで、多ذにわたる議がなされました。
１．研究ൃදʮ��̝��ʯ
　ύϑΥーマンス課題をつくることに児童をؔ༩さ
せることのޮ果について、小学校ࢉ数科における成
果をご報告いただきました。
　ύϑΥーマンス課題をઃ定するにあたって、どの
ようにして児童の個々の学शঢ়況やڵຯؔ心をө
しているのか࣭問がありました。今回は児童がઃ定
するൣғを੍ݶすることで課題の࣭をอূしたとい
うお話から、児童の多様性や主体性をอূしながら、
ύϑΥーマンス課題をઃ定することのしさとॏ要
性について議されました。
　また、今回はशख़্Ґ܈を対とした調ࠪですが、
動ػ付け等の支援がඞ要であるとࢥわれるҐの児童
こそ、ޮ果があるのではという意見も出されました。
課題ͮくりによる学ͼというࢹからもݕ౼が期で
きる実践であり、さま͟まな研究のがりの可能性を
。つ取組として、今後の発展が期されます࣋
２．研究ൃදʮ��̝��ʯ
　୳究を主࣠としたカリΩϡラムの開発と実践を目
指して構築された学校全体のシステムと、見えてき
た成果と課題についてご報告いただきました。
　教ࢣ自身がม容した࢟がૉらしく、先進的な取
組の成果として公ཱ校であっても参ߟにしたいとい
うίϝントがありました。そうしたഎܠには、理
৬からもࣦഊも成果だというϝッセージが出され、
νャϨンジするマインυセットが学校全体でڞ༗で
きたことが大きいというお話があり、教ࢣの意識改
革のॏ要性についてもうことができました。
　また、อޢ者の理ղをಘることのしさについて࣭
問がありましたが、4TEA.や୳究のॆ実を理由にೖ
学してくる生徒も多いことから、理ղをಘやすいとい

うお話がありました。学校教育に対する社会全体の認
識がมわりつつあることからも、校छを問わͣ参ߟに
なる୳究学शにؔする知見をご報告いただきました。
３．研究ൃදʮ��̝��ʯ
　高校３年生の自由課題の୳究活動のॆ実に向け
て、指導すき内容を分ੳした݁果をもとに、１年
生ஈ֊での指導ܭ画を見し、ઃܭした授業実践に
ついてご報告いただきました。
　指導のඞ要がある内容について、教科の内容へも౿
み込みながら理されており、カリΩϡラムマωジϝ
ントというࢹからもॏ要なごఏҊをいただきました。
　一方、自由課題の୳究でඞ要となるすての知識
ٕ能を事前に想定することにはݶքがあることにつ
いて、୳究活動にはグループで取り組んでいること
から、生徒間で学ͼ合いながら取り組んでいるとい
うお話をいました。また、ઃ定した課題を教ࢣが
มえさせることはしないが、進めていく中でগしͣ
つมわっていくというお話からは、୳究活動の中で
課題をয化していくことや、それを見कることの
ॏ要性についてもご示ࠦいただきました。
４．研究ൃදʮ��̝��ʯ
　児童が୳究テーマをܾ定するプロセスにおける教
の支援のあり方について、小学校１年生の個人୳ࢣ
究を対に調ࠪした݁果をご報告いただきました。
るための活動について、イϝージマッ͛ຯをڵ　
プのようなツールをったとしても、児童一人で取
り組Ήにはݶքがあるため対話がඞ要であるという
お話からは、対話を前ఏにಓ具を活用することのॏ
要性をお示しいただきました。対話については、࣌
間の長さやタイϛングについても࣭問がありまし
た。児童一人ͻとりのঢ়況に応じてॊೈに対応して
いることや、問いかけによって児童自身がテーマを
য化していくことをڞ༗していただきました。
　୳究を支援するにあたって、教ࢣは教えないこと
やつことへの׳れがॏ要であるというお話もい
ました。୳究的な学ͼにおける教ࢣの役ׂとして、
今後さらに理されていくことが期されます。

ൃද��)ɹͦのଞ

तɹখౡ�ѥ՚ཬڭҭେֶɹಛ।ڭɹಸྑ࠲



JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY

21

ݚ
ڀ
ൃ
ද

͡Ίʹ
　本セッションでは、中学校の１クラスの生徒を対
にしたタイϐングスΩルの研究と情報活用能力の
育成にؔする自࣏体内の小学校教員を対にした研
究の２件の研究報告あり、活発な議が行われました。

１．研究ൃදʮ��"��ʯ
　中学生のタイϐングスϐーυを向্させる指導に
ついての報告でした。小学校でのタイϐングスΩル
向্の実践事ྫは、これまでにも多くありましたが、
本研究は中学生対で、しかも日常的に授業や学ڃ
活動などの学校生活全体で１人１台端末をे分に活
用している生徒が対であるが目されました。
　この研究では、教科ॻのࢹ写ೖ力を用いた文ࣈ数
のܭଌと、タイϐングの取組にؔするΞンέートを
実ࢪし、その݁果を分ੳした݁果として、タイϐン
グのػ会が૿えることで生徒のೖ力速が向্する
可能性が示ࠦされました。特にタイϐングの࿅शの
ػ間をઃ定しなくても、中学校での日常的なICT࣌
用が、タイϐングスΩルの向্に༗ޮであるのث
ことが示ࠦされました。さらに、すての生徒がಉ
様にスΩルの向্を͛ているわけではなく、個別
の支援がඞ要な場合もあることも໌らかになりまし
た。

２．研究ൃදʮ��"��ʯ
　情報活用能力の育成についての理ղと指導にؔす
る実ଶ調ࠪを市内全小学校の教員を対に実ࢪし、
市内でのGIGAスクール構想の課題を໌らかにし、改
ળࡦをݕ౼することについての報告でした。
　調ࠪによると、小学校教ࢣの91�4�が情報活用能
力のॏ要性を認識しているものの、先進的な取組を
参ߟにしている教ࢣは30�0�に過͗ないことが໌ら
かになりました。さらに、教৬ݧܦが長いϕテラン
教ࢣが、ม容や指導改ળに対する手応えを最も感じ
ていることもුきூりになりました。こうした݁果
から、教ࢣに対する情報活用能力の育成の理ղと指
導をଅ進するための具体的な取組がඞ要であること

が示ࠦされました。
　このことから、今後、具体的な研修や先進的な取
組をڞ༗し、教৬ݧܦに応じた研修により、個別最
దな学ͼや協ಇ的な学ͼのॏ要性を理ղすることを
進め、さらに、教ࢣ間での情報交換や指導内容に対
する意識の向্がॏ要であるとの報告がありました。
　࣭ٙの中で、すでに改ળࡦがݕ౼され、小中合ಉ
の研修会や教育センターが主催の先進的な取組を学
ぶための研修会が実ࢪされていることが報告され、
研究が実践につながっていることがよくわかりまし
た。市全体の今後のさらなる実践が期されます。

ൃද��"ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ
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　本セッションでは、教科指導におけるICT活用を
テーマに、３件の研究が報告されました。内容は、
小学校体育にؔする発表が２件、高等学校地理にؔ
する発表が１件でした。いͣれも、ICTの特性を্
手く生かしているだけでなく、ωットワークを活用
した協ಇ的な学ͼの可能性や、4TEA.教育などの
教科ԣஅ的な学ͼ、企業との࿈ܞなどを௨してICT
を活用した新たな教科指導の可能性を示ࠦするՁ
のあるものでした。参加した皆様からも熱心な࣭ٙ
がなされ、ؔ心の高さがえました。
１．研究ൃදʮ２�̗��ʯ
　本研究は、小学校体育におけるϘールӡ動ྖҬの学
शޮ果を高めることを目的に協ಇ的な学ͼを支援す
るF�BTTFTTNFOUツールを開発し、そのޮ果をܗ成的に
ධՁした研究でした。ఏҊされたF�BTTFTTNFOUツール
は、GPPHMF�JBNCPBSEのརであるڞಉฤ集のػ能を
活用し、؆қ型ϋンυϘールに対応する「ΰール型」、
ϑΝーストカムϕースϘールに対応する「ϕースϘー
ル型」、ΩャッνビーνϘールに対応する「ωット型」
の３छྨを開発し、実践を௨してそのޮ果を実ূして
おりました。特に、開発したF�BTTFTTNFOUツールを活
用することは、児童自身が動きをࢹ؍٬するだけでな
く、νーム全体の動きから自身の行動目ඪを໌֬にで
きるにおいて༏れた役ׂをはたすツールであるこ
とが実ূされていました。これまでもマットӡ動や
ͼശӡ動のように個のӡ動をࡱӨし、動きをࢹ؍٬す
る実践は報告されています。しかし、本研究は、集団
活動でのࢹ؍٬を実現したことがすらしい研究と
なります。最後に、υローンを活用した၆ᛌࢹを高め
る取組も試ݧ的に行われF�BTTFTTNFOUツールのޮ果が
さらに高まる可能性も示ࠦされました。
２．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、地理教育に地ਤプログラϛングや
4TEA.教育を加えることで、هԱにཔる学ͼになり
がちな地理教育をݪ理や現を౿まえた科学的なࢹ
を加えることのඞ要性がఏҊされた研究でした。近年
のਂࠁ化する地ٿ環境問題や自વࡂへの対応とし
て、地ਤ情報システム（GI4）の活用がෆ可ܽとなる中、

ඪ高ਤやچ地ܗਤなどを組み合わせ、ߑਫや土࠭ࡂ
などのݥةがある場所やආ場所、そこに౸ୡするま
でのආܦ࿏のબなど社会的ニーζのある課題をղ
ܾする科目として高等学校地理教育がॏ要だとݴえま
す。その্で、ೖ期である小・中学生に地理院地ਤ
を活用した࣌の現ঢ়と課題なども報告されました。ま
た、（ג）θンリンとの࿈ܞにより地ਤプログラϛング
として「まなっ」を活用した実践を大学生生֔学श
講座で実ࢪし、今後の地理教育の可能性についても示
ࠦされました。さらに、地理教育に新たに4TEA.教
育のࢹを加えることで、教科ԣஅ的な学ͼにつなが
る取組についても示ࠦされた研究であり、さらなる成
果が期されます。今後は、4TEA.教育のࢹをڧ
化し、数学の最ܦ࿏બΞルΰリζムや工学、ٕज़
などのものͮくりなどのࢹから研究を進め、地理教
育の༗用性と可能性についての知見をਂめていってい
ただきたいとࢥいます。
３．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、小学校体育の授業でۤ手意識の高い࣋久
において、「࣋久力ʹӡ動を࣋続する力」という認
識を高め、「気࣋ちよくる」こととはԿかを໌֬に
するために、ϋートϨートϞニターを活用し、心ഥ数
を可ࢹ化した授業実践の成果について報告されまし
た。ϋートϨートϞニターは、ύφιニック教育ࡒ団
のॿ成を受けて導ೖし、児童がにணすることで心
ഥ数をリΞルタイムにܭଌできるだけでなく、ܭଌ݁
果を৭別に可ࢹ化するػ能を࣋つものです。これによ
り、児童が自身のӡ動のঢ়況をѲするだけでなく、
ӡ動ڧのڧऑを自分でมえながら、దな心ഥ数を
ҡ࣋している様子なども授業࣌のө૾で紹介され、「学
शの個性化」への期が示ࠦされました。また、ӡ動
の方๏も、νームでの活動よりもペΞでの活動の方が
ޮ果的であることや心ഥ数の可ࢹ化によりӡ動を楽
しΉޮ果を高める可能性についても示ࠦされました。
最後に、心理的なӨڹとして、これまで࣋久に対し
てۤ手意識を࣋っている児童が、この授業を行うこと
で改ળすることも分かり、今後の体育授業の可能性を
໌֬にした研究としてさらなる成果が期されます。�

ൃද��#ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻

तɹౡ�๕তڭେֶɹٶɹӉ࠲



JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY

23

ݚ
ڀ
ൃ
ද

͡Ίʹ
　本セッションでは、「協ಇ学श」「自主学श」がテ
ーマであり、どの教科の指導にもؔ࿈する教育方๏
がݕ౼されていました。ICTにؔしては、特にクラ
υ活用がண目されました。GIGAスクール構想によ
り、日本では一੪にクラυ型の１人１台端末環境
がඋされました。このことにށっている自࣏体
や学校、先生もগなくないとࢥいます。本セッショ
ンの研究発表は、これらのށいに１つのΞイデΞ
をఏ供するものなっていたとࢥいます。以Լに、そ
れぞれの研究の֓要をղઆします。
１．研究ൃදʮ��$��ʯ
　ଞ者との૬࡞ޓ用を௨じて知識を構築する学श方
๏として、協ಇ学श・協調学श（CPMMBCPSBUJWF�
-FBSOJOH）をとりあ͛、2000年以降の協ಇ学शの実
践向をϨビϡーした研究でした。GIGAスクール構
想以降、クラυを活用した協ಇ学शの実践研究の
件数が૿えていることや、ै来型の協ಇ学शは、協
ಇする૬手や、協ಇするタイϛングのܾ定ݖが教ࢣ
にあったことに対して、クラυ型の協ಇ学शはそ
れらのܾ定ݖが児童生徒にあるというに૬ҧが
あるということを示した研究でした。
　本研究の問題意識は、GIGAスクール構想以降に実
践が૿えたクラυ型の協ಇ学शとै来型の協ಇ学
शとのڞ௨や૬ҧが理されていないことによ
り、ै来型の協ಇ学शの知見をクラυ型の協ಇ学
शに生かしにくくなっていることでした。この問題
に対して、本研究では、「ଞ者との૬࡞ޓ用を௨じて、
知識や学शの࣭を向্させる」という協ಇ学शの目
的はڞ௨であるということを֬認しました。そして
この目的をよりޮ果的・ޮ的にୡ成するための手
ஈとして、݁果的にै来型の方๏やクラυ型の方
๏がબされたり、開発されたりしてきたことをड़
ました。ै来型の協ಇ学शの方๏を応用するࡍに
は、方๏を模฿するのではなく、その方๏がબさ
れた真意までټみ取った্で実践や研究に取り組Ή
ඞ要があるとߟえられます。

２．研究ൃදʮ��$��ʯ
　クラυ্（-.4）に自主学शの成果をڞ༗する
という教育方๏により、ଞ者の自主学शを参ߟにす
るようなる、ଞ者の自主学शにίϝントをするよう
になる、自主学शのසが૿える、といった成果が
ಘられたことを示した研究でした。
　目すきを２申し্͛ます。まͣ、授業࣌
間中のみならͣ、自主学शの活動もクラυ্でڞ
༗したというです。多くの実践研究が、授業のઃ
や特定の授業場໘の改ળのためにクラυを活用ܭ
している向にあります。このような中で、自主学
शにண目したに新しさがあります。自主学शは自
的に学शする能力が一ٻめられますが、これを
支援する方๏をݕ౼したことは意ٛਂいです。２
目に、本研究では、ଞ者の自主学शにίϝントをす
る児童が多かったことが示されました。一ൠに、自
主学शは自分のڵຯؔ心に基ͮいて行われるとߟえ
れ、ଞ者の自主学शは自分の学शにはؔが
ないことが多いとࢥいます。このような中で、ଞ者
の自主学शにίϝントをしていた本研究の対児童
らは、個人の能力の向্を意識しつつも、ڞಉ体全
体の向্を大にしていた児童らだったとߟえられ
ます。こうした児童の協ಇや、ڞಉ体への意識につ
いての詳ࡉな調ࠪは、今後期されるとこΖです。
͓ΘΓʹ
　本セッションの発表にڞ௨する示ࠦは、「ै来の指
導๏にクラυを活用してみる」といったߟえ方か
ら、「子供たち１人１人を向্させるには、クラυ
環境はどこでどうศརに活用できるだΖうか」とい
ったߟえ方へのస換のようにࢥいます。今の指導๏
の「当たり前」は「ੲはそうせ͟るをಘなかったから」
というଥ協の࢈かもしれません。࣭ٙでも、この
ような؍のస換にؔわる議が活発に行われ、༗意
ٛな議ができたセッションとなりました。

ൃද��$ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、ө૾教材、ඇಉ期のࡶஊ、新
ฉΞプリと、新しいϝディΞにண目した研究発表が
展開されました。どの発表にも、研究者のઓが見
られ、教科指導のみならͣ、児童生徒の学ͼをਂめ
るための方๏や教員のICT活用の支援などにؔ࿈し
た研究でした。以Լに、各発表֓要とその研究のՁ
についてご紹介いたします。
１．研究ൃදʮ��̙ ��ʯ
　ө૾教材のར用が૿えてきたことから、ө૾教材
における話者が༩えるӨڹにண目した研究です。今
後、動画配信サイトやطଘのө૾教材の中から、
用する動画をબぶ場໘は૿えていきます。
　そこで、ᶃ୲任が話者として登場するもの、ᶄ知
らない学生が話者として登場するもの、ᶅ話者が登
場しないもの、といった３छྨのө૾をൺֱし、動
画の話者が小学生に༩えるӨڹはどのようにҟなる
のかを໌らかにしています。݁果、୲任が登場して
いるものに対する児童のධՁが高く、話者として人
が登場している方がҹڧいことが報告されまし
た。今後、教ࢣや教育ؔ者が、ө૾教材をબ・
ར用するࡍに、ө૾教材のޮ果的なར用方๏やબ
の一つの指ඪとなる研究です。
　参加者からは、今後、オンデマンυのίンテンツ
が૿えていく中、ਤܗをॻくというٕज़的な内容と
国語のように先生の個性がでそうな内容の動画をൺ
ֱすると、さらにਂまるのではないかではないか、
という意見が出されました。今後の展開が楽しみな
研究です。
２．研究ൃදʮ��̙ ��ʯ
　１人１台の端末を活用して、ඇಉ期なࡶஊの場を
ઃけ、ར用をଅすことを௨して、ϝディΞリテラシ
ーを育成することを試みた研究です。
　具体的には、２年生と６年生を対に、ルールを
֬認した্で、自由にߘできるようにしたࡶஊ用
のνャωルを࡞成し、児童と୲任がߘを行いまし
た。ࡶஊ用のνャンωルには、児童がしみを࣋て
るように、各୲任が名前をつけて、これまでඇಉ期

でࡶஊするݧܦがなかった児童に期感を࣋って
えるようにしているも特的です。݁果、６年生
は୲任とのؔ性をਂめるためのリΞクションや返
信が多く、２年生は端末のૢ࡞方๏を試行錯誤する
場として༗ޮであったことが報告されました。
　小学校におけるϝディΞリテラシー教育の新しい
Ξプローνとして、ඇಉ期なࡶஊを௨じた教育の༗
ޮ性が示されるとともに、ීஈإを合わせている児
童と授業中ではないඇಉ期の場をઃけることで、発
の場が多様になり、交わされる意見が૿えることݴ
が໌らかにされた研究です。今後、ଞの学ڃや学校
への֦がりが期されます。
３．研究ൃදʮ��̙ ��ʯ
　新ฉのߪಡがԼする中、情報収集手ஈの一つと
して、高校生がश׳的に新ฉをಡΉようになること
を目的とし、新ฉΞプリのश׳的なߪಡについて調
ࠪした研究です。まͣ、ීஈはまとめサイトなどで、
ྲྀれてくるものを受け身的に見ていることが多い高
校生は、श׳的にわないと新ฉをಡΉことのՁ
ͮけができないという課題がઆ໌されました。次に、
公ཱ中等教育学校の全生徒（1000名）を対とし、
全国ࢴの༗ྉి子൛のແྉ試用ػ会のར用ݶݖを付
༩し、年間のར用実ଶの調ࠪについて報告されま
した。
　݁果、初期の６ि間はߪಡを༠導した授業があっ
たため、Ӿཡ者が多かったが、ి子൛新ฉのར用ݖ
的にར用する׳を༩えただけでは、ि1回以্、शݶ
生徒は１ˋఔであることが報告されました。ま
た、ར用が進まないݪҼの一つとして、スマートϑ
ΥンのΞプリのར用੍ݶがある生徒が一定数ଘࡏす
ることが報告されました。今後、今回の調ࠪを基に、
新ฉのి子൛のར用をଅ進するための方๏が໌らか
にされることを期します。

ൃද��%ɹϝσΟΞڭҭɺϝσΟΞɾϦςϥγʔ

ࢠतɹొຊ�༸ڭେֶɹ।ֶܳژɹ౦࠲



JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY

25

ݚ
ڀ
ൃ
ද

͡Ίʹ
　本セッションの前では、校務の情報化にؔする
大ن模中学校での取組の事ྫや特別支援学ڃにࡏ੶
する生徒の௨ڃ授業࣌の様子などを情報ڞ༗する取
組が報告されました。校務DXに向けたさま͟まな取
組が行われ、その成果がੵされているがҹに
りました。また後では、高等学校における୳究
学शに国ࡍ交ྲྀという学श活動をઃ定し、オーセン
ティックな学ͼを実現する教育実践が報告されまし
た。３件の発表ともに、උされたICT環境がे分
に活用されているが示されました。
１．研究ൃදʮ��̚��ʯ
　900名以্の生徒数ٴͼ70名以্の教৬員がࡏ੶す
る大ن模校において、උされている環境を༨すと
こΖなく活用した学校ӡӦの多様な事ྫが報告され
ました。生徒向けには、授業にとどまらͣՈఉ学श
での活用や生徒会と࿈ܞし授業֎の活用をਪ進して
いました。教৬員向けには、授業における活用事ྫ
のڞ༗のほか、৬員会議ࢿྉなどのデータڞ༗、出
ୀۈ理などの校務における活用をਪ進していまし
た。さらにอޢ者向けとして、Ոఉと学校の࿈བྷツ
ールの導ೖ、オンラインのϑΥームやカϨンμーの
活用に取り組んでいました。校務DXをਪ進するため
には、教৬員を対にした取組だけではෆे分です。
本研究のように、ؔわるすての方に多様な方๏で
Ξプローνすることが؊要といえます。したがって、
校務DX化はඞ要ෆ可ܽであることを、それぞれのཱ
場で実感することが大事であるという報告者の݁
には大มೲಘします。報告された知見は多くの学校
現場で༗用なものかりであり、今後のਫ平展開が
期できます。
２．研究ൃදʮ��̚��ʯ
　中学校の特別支援学ڃにおいて、クラυを活用
した生徒情報のڞ༗の取組の具体とその成果につい
て報告されました。GIGAスクール構想によってඋ
された環境Լにおいて、情報ڞ༗は容қになってい
るものの具体的な取組とその成果のੵはे分とは
いえません。本研究では、情報ڞ༗のツールとして

スプϨッυシートを࠾用しています。そして、一定
期間ӡ用した後に、࣭問ࢴ調ࠪٴͼ構化インタ
ビϡーを用いてデータを収集しています。インタビ
ϡーデータからは、هがっていくことのརศ性
を示すʲ情報のه性 、rෳ数の教ࢣがೖ力した情報
をもとに多֯的に生徒理ղをਂめることのྑさを示
すʲ生徒理ղのਂまり 、rޱ಄にൺて࣌や場໘にؔ
わらͣڞ༗できることのྑさを示すʲڞ༗のརศ性ʳ
というカテΰリが見出されました。最終的に、研究
対者の教員らは、スプϨッυシートを活用したこ
とによって、情報のڞ༗がしやすくなり、生徒理ղ
がਂまったと感じていると取組の成果をまとめてい
ます。本研究でಘられた知見は多様な場໘にద用で
きるものであり発展研究が期されます。
３．研究ൃදʮ��̚��ʯ
　日本の高校生とカンϘジΞの小学生との国ࡍ交ྲྀ
学शの取組とその成果が報告されました。උされ
たICT環境の活用によりカンϘジΞの小学校教員、
教ࣨ（子どもたち）とインタビϡーなどを௨じて日
常的につながり、生徒一人一人が任をもって課題
に取り組Ήことが特的な実践でした。加えて、
4DGTのΞクションとして、現地の教材や学श環境の
分ੳ後に、ニーζに基ͮいた学शίンテンツを高校
生が࡞成しఏ供する取組も行われていました。交ྲྀ
のࡍには、オンラインϛーティングにとどまらͣ、
手ࢴをやりとりするなど、多様な方๏を࠾用するこ
とで交ྲྀをਂめていることがҹ的でした。このよ
うな取組を年間を௨じて実践した݁果、「国ࡍ協ಇへ
のؔ心が高まった」「当事者意識を࣋ち活動すること
が出来た」に対するߠ定的な回答は7�5ׂを超え、生
徒の意識ม化が֬認できたことが示されました。ま
た、ྔܭテΩスト分ੳの݁果から、学श者が当事者
意識をもつことによってୡ成感をಘやすいことなど
が示されました。交ྲྀ૬手のબ定には࣌間がかかる
かもしれませんが、テクϊロジーが進展した今、国
交ྲྀ学शのϋーυルはͣいぶんとくなっていまࡍ
す。本研究をはじめとしてؔ࿈研究の知見のੵが
たれます。

ൃද��&ɹߍのใԽʗͦのଞ
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　本セッションでは、GIGAスクール構想Լにおいて
児童生徒のICT活用を支援する教員以֎の人材にス
ポットを当てた３件の発表がありました。２件は
ICT支援員にؔするもの、１件はอޢ者の役ׂにண
目しています。学校の内֎でいつでも、どこでも児
童生徒が端末やクラυサービスをར用できる学श
環境を支える「人々」は、どんな意識をもっており、
どのような࣭ࢿ能力が期されるのか議されまし
た。
１．研究ൃදʮ��'��ʯ
　「ΞϑターGIGAスクール環境ԼでのICT支援員に
対する期とその育成」と題して、一ൠ社団๏人
ICT支援員協会が2023年春に実ࢪした会員ߋ֨ࢿ新
講श会のΞンέートの分ੳ・報告がありました。
　まͣ、ICT支援員が現ঢ়๊えている支援業務にؔ
して、９ׂ近くの支援員が授業支援のఏҊはできて
いると自ݾධՁしていました。一方で、教員との࿈
བྷ調が์課後の࣌間に集中するために業せ͟る
をಘないこと、教員ଆのニーζや要・ئいを的֬
に受けࢭめ、そのࢥいにدりఴうఏҊがしいと感
じていることなどが指ఠされました。
　課題となっている支援内容として、端末の࣋ちؼ
り、ثػのഁଛやނোへの対応、年ߋ新業務がڍ
͛られました。࣋ちؼりにؔしては、「࣋ちؼったػ
ઃޚD.による੍.」「౼ݕや付ଐ品の理ルールث
定内容のݕ౼」「各Ոఉでのར用ルールのݕ౼」を教
員とڞ௨理ղをਤるඞ要があるとしました。ثػの
ഁଛやނোは、ނোঢ়況のѲやো発生࣌の対応
ϑロー࡞成が༗ޮであるとしました。年ߋ新では、
学校や自࣏体ຖのಠ自ルールに対応するマニϡΞル
の४උ、児童生徒の名情報を教員にまとめておい
てもらうなど、࡞業のޮ化をਤることのॏ要性が
指ఠされました。
２．研究ൃදʮ��'��ʯ
　「１人１台端末の࣋ちؼり学शに対するอޢ者の
意識」と題して、ઋ台市の小学校で実ࢪされたอޢ
者向けのGIGAスクールษڧ会に参加したอޢ者を

対に実ࢪした端末࣋ちؼり学श等にؔするΞンέ
ート調ࠪの݁果が報告されました。
　その݁果、数以্のՈఉで端末をՈఉ学शに
用しており、特に学年が্がるごとに学校からି༩
された端末のར用が্がる一方、「端末をって॓
題をせͣに༡んでしまうのではないか」というอޢ
者のෆ҆が૿加する向にあることが示されました。
　また、授業での端末ར用についてՈఉで話題にし
ているอޢ者が数以্で、その多くが児童は端末
を楽しんでར用しているとධՁしていました。一方、
端末ར用を話題にしているՈఉでは、อޢ者として
サポートできているかどうかといったؔわり方にؔ
するෆ҆が多く、話題にしていないՈఉでは、端末
をഁଛすることや、҆全に用できるかどいった
理にؔするෆ҆がみられたことも報告されました。
３．研究ൃදʮ��'��ʯ
　「セカンυステージにೖったGIGAスクール構想」
と題して、ICT支援員68名（24自࣏体、284校を支援
しており、そのうち८回型支援は20地区57名、常ற
型支援が４地区11名）の2022年１年間の支援業務
内容について、࡞業日報12636ຕを分ੳした݁果が
報告されました。
載された支援内容をICT支援員の「スه業日報に࡞　
Ωルඪ४」のカテΰリとして示された「授業支援」「環
境උ」「校務支援」「校内研修」「そのଞ」に分ྨし
たとこΖ、37823件におよͼ支援事߲がه載されて
いました。その内༁を分ੳした݁果、常ற型と८回
型の間で支援内容のׂ合に大きなࠩはないこと、
2021年と2022年をൺֱすると、支援員の業務が
環境උのׂ合がݮগし、授業支援のׂ合が૿加し
ていることが示されました。
　さらに、月ごとの支援内容のม化をみると、３月
〜４月は環境උや校務支援が多くなること、８月
には環境උと教員研修のׂ合が高くなること、授
業支援は６月と９〜11月にϐークがあることといっ
た年間の支援業務の内容ม化についても日報から実
ূされました。

ൃද��'�*$5ࢧԉһٴͼαϙʔτମ੍のߏஙɾӡӦ
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本セッションは、「そのଞ」というジャンルですが、児
童に対するプログラϛング教育に対するࢹとして、
知的ح心にૌえるための「新しいػ材の活用」「教科
との࿈ܞのࢹ」「高な内容を理ղさせるためのプロ
グラϛング教育のΞイデΞ」でまとめられた内容でした。
１．研究ൃදʮ��(��ʯ
　大学生がプログラϛング教育の出前授業として小
学生に行うためのワークショップ授業をઃܭし、実
に小学校に行く前にԼ学年の大学生に授業を行っࡍ
た実践でした。用ػ材は平໘を移動するE7３とۭ
間を移動するυローンで、྆者ともスクラッνに近
いૢ࡞感でプログラϛングを行うことができます。
　授業の中で特に力をೖれていたのは、子どものڵ
ຯを引き出すための場໘ઃ定でした。地ݩのޫ؍地
८りをE7３は車のυライϒとして、υローンは༡ཡ
ඈ行としてのϛッションとなっていました。ୡ成す
るϛッションが໌֬であり、ΰールにࢸるίースも
自分たちでબする自由もあるので、子どもたちの
けになっていました。地Ҭのֻຯؔ心が高まるڵ
学शなので小学校社会科の知識と࿈ܞさせることも
できます。また、数人のグループで૬ஊしながら取
り組Ήので協ಇ的な学ͼのݧܦにもなります。また、
今回われたυローンはDJI社のTE--0というثػ
で、カϝラが載されておりૢ࡞するJ1BE্でその画
૾を֬認できるので、プログラϛングでのみで動く
E7３とはҧって、J1BEなどでөし出される画໘を見な
がら手動でもૢ࡞ができます。このことは、手動ૢ
を先にすることで、その後のプログラϛンݧの体࡞
グでثػを動かすイϝージが࣋ちやすいと感じました。
２．研究ൃදʮ��(��ʯ
　υローンの「新ن性」、「具体性」、「ࢹม革」の３
にண目した内容でした。ここでいう「具体性」とは、実
とは載されたカϝラを「ม革ࢹ」、に動かすことࡍ
௨してのௗのࢹをಘられるとのことです。子供たちへ
の授業の前の教員研修で໌らかになったこととしては、
υローンとのXJGJの続のトラϒル、プロペラのނো、
プロペラΨーυのඞ要性などの問題などです。実ࡍのѻ

いのしさが指ఠされていました。しかし、教員自身の
υローンに対する意ཉは高く、教材としてのՁもある
ことから、ICT支援員のඞ要性や༧ࢉの४උなどの環境
උなどがクリΞすき課題として໌らかにされてい
ました。また、実ࡍのࡂ学शでの活用については、૯
合的な学शの࣌間を中心に、ࡂ場໘でのఁや༌ૹを
想定した課題をプログラϛングでղܾするઃ定がߟえ
られていました。実ࡍの授業では、࡞成したプログラϛ
ングを܁り返し修ਖ਼する児童の࢟が見られ、主体的に取
り組んでいる様子がわってきました。
　新ن性の高いυローンのプログラϛング授業は、
ࡂ教育カリΩϡラムの中に組み込Ήことで、ඞવ
性のある授業展開として教育現場に受けೖれられる
可能性があり、プログラϛングの学श࣌間の֬อに
つながるとࢥわれます。
３．研究ൃදʮ��(��ʯ
　プログラϛング教育のίンテンツについて、大学
生Ϩϕルの内容を小学生Ϩϕルの知識にஔき換えて
教えるための事ྫの紹介でした。具体的にはϞンテ
カルロシϡϛϨーションという֬現をར用した
数実ݧで、ԁपを100໘サイίロを振って実ݧ的
にあきらかにする実ݧです。その中でΞルΰリζム
を理ղしていくことになります。ଞにも、サイίロ
そのものを模฿するためのࢉܭ方๏やΞルΰリζム
などを理ղする実ݧなどがありました。
　これらの活動はイϕントとして、実ࡍに児童が参
加するܗで行われていました。児童は参加すること
で体ݧ的にプログラϛング的ߟࢥが身に付くことに
なりますが、ܧ続参加することで成果としてのプ
ログラムを参加者が࡞りだすことを目指すとのこと
でした。しかし、イϕントとして行っているので、
ੵみ্͛ていくܧ続性に課題があるようです。
　活動の様子をビデオで見せていただいたが、100໘
サイίロを振ってのԁपの実ݧでは、࣌間をう
ごとに݁果が໌らかになっていき、ワクワク感が募
りました。まさにテϨビの科学൪組を見るようでし
たのでڵຯを࣋つ子がඞͣ出てくるとࢥわれる内容
でした。

ൃද��(ɹͦのଞ
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　本セッションでは、୳究的な学ͼ、生徒の心のঢ়
ଶのѲにؔするもの、カリΩϡラムઃܭについて
など、３件の発表が行われ、それぞれの発表について、
熱心な議が行われました。
１．研究ൃදʮ��)��ʯ
　日本ঁ子大学の٢田先生から、「୳究的な学शの学
श活動・学शܗଶがΤージΣンシー育成にٴ΅すޮ
果」についての報告がありました。調学शやグル
ープ学शにおいて、ࢴかタϒϨットか、活動か、な
どの活動ܗଶへのみがΤージΣンシーにどのよう
にӨڹしているのかを分ੳし、その݁果について報
告がなされました。୳究的な学शが児童のΤージΣ
ンシーにޮ果を༩えていること、多様な活動が児童
のΤージΣンシーにӨڹを༩えていることが報告さ
れました。
　会場からは、ޮ果的な学शܗଶ、グループ活動に
ついての具体的なイϝージについての࣭問がありま
した。さらに、その後、ΤージΣンシーへのண目や
から議がࢹ能力の育成について、様々な・࣭ࢿ
行われました。
２．研究ൃදʮ��)��ʯ
　続いて、春日井市ཱ中部中学校の本田先生から、
生徒の心ঢ়ଶを表現するࡍのೖ力方๏についての報
告がありました。手ॻきとΩーϘーυによるೖ力に
ついて、児童にΞンέート調ࠪを行った݁果、心の
ঢ়ଶを表現する方๏として、児童はΩーϘーυೖ力
の方を意的にධՁする݁果が報告されました。
　会場からは、活動のঢ়況を詳しく知るための࣭問
があり、ܧ続のঢ়況やܗଶ、実ࡍに、児童とどのよ
うなίϛϡニέーションが行われているのか、先生
がどのఔ返信しているのか、などについて֬認が
ありました。
　さらに、心のঢ়ଶをѲするࡍの方๏としてޮ
性以֎のࢹも意識するඞ要性、それがそれぞれの
児童に応じてબできることのॏ要性についても指
ఠがありました。
３．研究ൃදʮ��)��ʯ
　３件目は40ށ-AN小学校の三先生より、शಘ・

活用・୳究を目指したカリΩϡラムのઃܭ・ධՁに
ついての報告がありました。
　児童に対するΞンέートの݁果、児童はशಘ・活用・
୳究の学शのҧいとそのؔ࿈について認識している
ことが報告されました。
　その後、児童の個人୳究に対する具体的な活動に
ついての࣭問が行われました。また、「शಘ・活用・
୳究」のॱ൪や、その活動のԟؐを௨した࣭ࢿ・能
力の育成についての議が行われました。

　本セッションでは、「そのଞ」のセッションであっ
たこともあり、多様なテーマでの発表が行われまし
たが、どの発表についても児童に対する意識調ࠪを
௨して、活動方๏やカリΩϡラムについてධՁが行
われていました。
　それに対して、調ࠪ方๏や今後の方向性などにつ
いて、活発な議が行われました。

ൃද��)ɹͦのଞ
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　本セッションでは、児童の情報活用能力にؔする
実ଶのѲ（3�A�1）、授業イϝージを࣋つために教
�ௌ実ଶの報告（3�Aࢹௌした授業動画にؔするࢹがࢣ
2）、生徒が「学ͼ方」を自֮するための手ཱてとそ
のޮ果についての報告（3�A�3）、インストラクショ
φルデザイン（ID）の研究動向にؔする報告（3�A�4）
と多ذにわたる研究発表が行われました。また、発
表者は大学院生、中学校教員、大学教員とさま͟ま
であり、本大会の参加者の෯さをするセッシ
ョンとなりました。
　以Լに発表֓要について報告します。
１．研究ൃදʮ��"��ʯ
　情報端末や൚用クラυツールの活用初期におけ
る、児童の情報活用能力の実ଶをݕ౼した݁果が報
告されました。タイϐングやϑΝイルڞ༗などのૢ
スΩルは活用初期から指導が可能であり、児童も࡞
「できる」と意識しやすいことが示されたとのことで
した。一方で、情報を収集したり、理分ੳしたり
する意識は活用初期ではいため、意ਤ的な指導が
ඞ要であるとの指ఠがなされました。
　どの࣌期にどのような指導を行えよいかをݕ౼
する্で本研究のような知見はॏ要であり、さらな
るデータのੵみॏͶが期される内容でした。また、
GIGAスクール構想では３04のいͣれかがೖってい
ます。04がҟなっても児童生徒に身につけさせたい
用してい能力はಉじであり、そのからも・࣭ࢿ
る04とはҟなる04の活用表を用いて実ଶを調ࠪし
た本研究は、ఏҊ性のある内容でした。
２．研究ൃදʮ��"��ʯ
　学शの個性化をイϝージする支援のための動画を
初任教ࢣがࢹௌしたࡍの理ղ・再生速・再生回
数の特をݕ౼した݁果が報告されました。２分、
５分、10分の３छྨの動画では、࣌間の長さが理ղ
にӨڹを༩える可能性が示ࠦされたとのことでし
た。また、動画の࣌間が長くなるにつれて、再生速
をมߋしながらࢹௌする向があることが報告さ
れました。

　個別最దな学ͼがٻめられるなか、授業イϝージ
を࣋ちにくいとのをよくฉきます。そのようなࡍ
に授業動画は༗ޮだとߟえられます。動画を࡞成す
るࡍにはԿ分くらいがよいのか、動画を生かした研
修デザインはどうすれよいのか、といったことに
つながる༗ӹな知見が多く報告されました。
３．研究ൃදʮ��"��ʯ
　生徒の「学ͼ方」のม容についてݕ౼するため、　
中学校の全学年で「学ͼ方」についての振り返りを
ि１回実ࢪした݁果が報告されました。݁果、「学ͼ
方」を自֮している生徒は、振り返りの回数をॏͶ
ることで૿加すること、学ͼ方を自֮している生徒
は、学श内容にも৮れながら振り返りができていた
ことが示されたとのことでした。
　自ら学शを調できる児童生徒の育成がٻめられ
るなか、教科等の学श内容だけでなく「学ͼ方」に
もண目し、どのように「学ͼ方」を自֮させれよ
いかについて報告した本研究のՁは高いとߟえら
れます。ܧ続した研究で、生徒のさらなるม容や学
श者特性とのؔ࿈についての報告が期されます。
また、本研究で対とした教科以֎での実ࢪやଞ校
छとの݁果のൺֱといった発展性も期できます。
４．研究ൃදʮ��"��ʯ
　初等中等教育を対としたインストラクショφル
デザイン（ID）の先行研究をϨビϡーして研究動向
の理をした݁果が報告されました。݁果、高等教
育や社会人教育にൺて初等中等教育を対とした
IDの研究は数がগないこと、授業者がIDを活用する
ことをࢤ向した研究が多くをめ、学श者自身がID
を活用することをࢤ向した研究は数がগないとのこ
とでした。
　IDはこれまで教授者がどのように教えたり学ͼを
支援したりするかをݕ౼するࡍに活用されることが
多かったとࢥわれます。本研究がఏҊするように、
自ら学शを調できる児童生徒を育てるためにも、
今後は児童生徒自身がIDをशಘして活用することが
ඞ要だとߟえられます。そのようなからもఏҊ性
のある内容でした。

ൃද��"ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ
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　本セッションでは、授業におけるICT活用の中で、
特に授業中の情報ڞ༗にؔする事や個別最దな学ͼ
を意識した授業改ળなど、各教科等の学ͼをਂめる
とともに、情報活用能力の育成を意識した実践につ
いての報告がありました。
　以Լにその発表֓要についてղઆします。
１．研究ൃදʮ��#��ʯ
　理科での実ݧの内容等をղઆした自࡞動画を用意
し、ࢹௌແしのほか、事前にࢹௌする、ࢹௌタイϛ
ングを生徒がܾめるという３つのタイϛングをઃ定
し、実ݧの進ঢ়況や、࣌ߟの文ࣈ数のม化への
ޮ果をূݕしました。
　その݁果、動画を活用した授業において、ث具の
গし、最後まで生徒自身のݮにؔする࣭問数が࡞ૢ
力で終えることができた生徒数が૿加し、１人１台
の環境による動画の活用を工することで、授業で
の学शޮを向্させることができる可能性がある
ことが示ࠦされたということです。
　授業中のどの場໘で動画を活用するかということ
は、これまでも์ૹ教育分野でも長年研究されてき
たことなので、先行研究を౿まえ、さらにこれらの
研究を進めていくことが大だと感じました。
２．研究ൃදʮ��#��ʯ
　１とಉ様に、数学における動画ࢹௌの༗ແによる
理ղの૬ҧについての実践研究でした。その݁果、
理ղが高いとされた生徒は、動画をࢹௌしていた
生徒であり、なおかつ動画のඞ要性を感じ、自分の
タイϛングで܁り返しࢹௌしていたとのことでし
た。授業中の個別のٙ問のղܾと༧श෮शへのニー
ζに応えられる動画教材の༗用性が໌らかになった
とࢥいます。
　ただ、教ࢣが動画を࡞成するための࣌間と手間を
いかにݮらすかという課題もクラυ活用などによ
りղܾできるようになれよいでしΐう。
３．研究ൃදʮ��#��ʯ
　この実践では、GPPHMF�8PSLTQBDF�GPS�EEVDBUJPOに
載されている各छツールを学ڃの活動でར用

し、主にଞ者参রや協ಇ活動のݧܦが、児童の自ଚ
感情の向্にد༩するかどうかについての報告でし
た。その݁果、自ଚ感情の高さと、クラυのػ能
の活動意識は、૬ؔがあるという݁果になったとい
う報告でした。
　クラυϕースのツールの活用は、これまでの学
活動のイϝージを大きくมえていくものです。デڃ
ジタルωイティϒである子供ୡには、クラυ環境
を活かした新しい特別活動についてさらに多くの実
践をਂめてもらいたいとߟえています。
４．研究ൃදʮ��#��ʯ
　本研究は、社会科でJBNCPBSEを活用し、各自が࡞
成したࢿྉの、ಡみ取りや౷合がどのようになされ
ていたかについての研究でした。子供ୡにとって、
情報ڞ༗の場所としてのJBNCPBSEのଘࡏが、まとめ
方の参রであったり、ଞの人がまとめているのを見
て理ղがଅ進されたりすることにつながっている等
のߠ定的な意見が多く見られました。
　৭やҹなどのػ能が、学श者なりの工として
表現され、付ᝦのҐஔؔなどによる構化が見え
ることで、よい意ຯでのڝい合いがىこっていると
います。そして、その݁果、情報活用能力が高まࢥ
ることが示されたことは、目すき݁でした。
̑．研究ൃදʮ��#��ʯ
　授業中における生成AIの活用についての実践研究
でした。理科の授業で子供ୡのߟえたプロンプトを
教ࢣがೖ力し、その回答を見ていくというものです。
子供ୡには、理科の場໘で生成AIに、Կを࣭問する
か、その答えから、どうஅするかといったやりと
りを体ݧさせながら、生成AIそのものについて実感
をつかΉ体ݧをさせます。その後、どのように付き
合うきかについて、Ξンέートを行い、子供からは、
成の࡞めたい回答を導き出すためのプロンプトٻ
しさを感じているとの報告でした。
�Ωーワーυࡧݕと、生成AIによるࡧݕとのҧいを
理ղした্で、教育にどのように生かしていくかに
ついては、まだまだ研究్্であるので、これから
多くの実践研究が生まれることを期しています。

ൃද��#ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは小・中学校におけるICT活用の
実践報告がありました。教科・ྖ Ҭは、Ոఉ科、Ի楽、
理科、ࢉ数など多ذにわたりますが、いͣれの発表
も児童生徒の自ݾ調や「個別最దな学ͼ」のあり
方をめ͙り、ICT活用がどう༗意ٛな学ͼを実現で
きるのかの問いにΞプローνされていました。
１．研究ൃදʮ��$��ʯ
で学शޮ果を্͛るたݩれな୯׳教員でもෆݧܦ　
めに動画教材を活用した実践です。中学校Ոఉ科・
ඃ分野で、トートバッグの࡞製工ఔをࡉ分化した
ղઆ動画が20࡞成されました。ࠨརき生徒向け
のస画૾、事前ࢹௌが可能な校内ઐ用サイト、３
分以内の見やすい教材、ࣨ内のಉࢹ࣌ௌを想定した
テロップղઆなど工がਵ所に見られます。動画の
手ॻきテロップはԹかい気࣋ちがわってきます。
成果は様々な場໘で現れていました。࡞業࣌間が૿
えて࡞品ະ成の生徒もݮり、授業中の個別対応が
গなくなり生徒たちの自主的な学ͼもಘられたとの
ことです。#:0D環境を活かす学शとڞに校内ωッ
トワーク環境උの議もॏ要だと感じました。
２．研究ൃදʮ��$��ʯ
　「リーディングDXスクール」での実践報告です。「方
๏બ型୳究学श（IOEJWJ'-I4）」とশする୯ݩでは、
児童が自分で教材や学शܗଶをબぶとともに意見の
表出、理ղ内容の表現も自らが工します。６年生
理科の୯ݩでこの学श方ࣜを࠾りೖれたとこΖ、掲
示൘Ξプリ（JBNCPBSE）内の情報がঃ々にॆ実した
そうです。動画ࡱӨは情報のੵ・ڞ༗という情報
活用の手ֻかりもಘられます。また振り返りのهड़
内容をテΩストマイニングの手๏で調ると、学ͼ
方へのߠ定感や学श内容間のڧい݁ͼ付きが֬認で
きました。୯ݩのまとめテストを一定期間ۭけて再
実ࢪするなど「ίンϐテンシー」「個別最దな学ͼ・
協ಇ的な学ͼ」に近する新しい「学ͼ方学श」の
手๏が๛に示された報告でした。
３．研究ൃදʮ��$��ʯ
　小学３年生「Ի楽ͮくり」の୯ݩでプログラϛン

グを含Ή学शܗଶのޮ果を֬める試みです。リζム
をͣޱさΉ「体現型」と4DSBUDIで࡞ったリζムをه
する「プログラϛング型」の各活動を୯ݩ前後で
ೖれସえて二組で実践しました。୯ݩの前・中・後
のテストでಉじリζムを「トマト」「なす」「めだま
やき」等の語۟に載せて学ぶॱ൪は成果にҧいがな
いことと、「楽しさ」「リζムの࡞りやすさ」にはプ
ログラϛングが༗ޮだとわかりました。ICTデバイ
スの活用がޮ果を্͛るために、教科の学ͼの基൫
がॏ要だと改めて理ղできました。
４．研究ൃදʮ��$��ʯ
　小学６年生ࢉ数「ൺ」の୯ݩで、子どもたちが学
शのまとめ動画を活用しました。昨年の６年生が
した動画から学शの見௨しが࣋てますし、自らの学
ͼを動画で表現することで、学श内容や方๏を؍٬
ݩすることができます。児童のίϝントでは、୯ࢹ
前のࢹௌをわかりやすい、ྲྀれがわかったとධして
います。また୯ݩ後の振り返りでは内容をબぶのが
大ม、（動画ࡱӨを）実ࡍにしてみたら意֎としい、
「ൺ」のことを振り返れたなどと認識していました。
௨常୯ݩに２࣌間分付加した試みであることや、小
での実践であることは、ଞ校でもڃ模校、ෳࣜ学ن
参ߟとなる貴ॏなఏҊだとࢥいます。
̑．研究ൃදʮ��$��ʯ
　N),�GPS�4DIPPM「ߟえる授業やるΩット」を中学
１年生理科で試行した実践です。「Իによる現」୯
で動画クリップ、୳究の手引きやワー（間࣌４）ݩ
クシートとなるスライυ、ϑΥームなどを組み合わ
せた学श環境が構築されていました。「ステップシー
ト」「هೖシート」「ࢿྉシート」という教材の役 ・ׂ
ड़内容の分ੳ（事ه能が໌らかなことや、生徒のػ
ൺֱや課題ઃ定）、授業者のه؍（ICTར用や
ଞ者とのؔわり方）など、実践の成果を֬かめるࢹ・
方๏がஸೡかつ取り組みやすいことも特චです。
スライυຕ数やهड़内容の分ੳ、生徒の؍による
ঢ়況Ѳやॊೈなมߋなどは「１人１台環境」でඞ
要とされる指導ٕज़のྑいϞデルになると感じまし
た。
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　本セッションでは、小中学校における１人１台の
情報端末や73等のٕज़を用いた実践研究が発表され
ました。児童生徒がICTを活用する授業から、学श
ଶや学श方๏を自らબする授業にシϑトしつつܗ
あることが感じられるセッションでした。以Լに、
その発表֓要についてղઆします。
１．研究ൃදʮ��%��ʯ
　ϑリースクールにおいて、73を用いたෳ数の授業
実践とߟを報告しています。具体的には、能舞台
への登壇やΞϑリカでのङྌ体ݧなど、௨常では体
し、教科内容の理ղと多ݧできないことを73で体ݧ
様な意見の交ྲྀを目指しています。能舞台にؔする
授業の感想では、73のリΞリティ性や初体ݧの感想
が数をめるものの、能楽のੈք؍や芸ज़性にؔ
する感想も３ׂあり、73ίンテンツが教科等の学
श内容の理ղに役ཱつことを示しています。今後は、
本研究の課題意識である多様な意見の交ྲྀを実現す
るために、よりஸೡな授業デザインとධՁ方๏のਫ਼
៛化がまれます。
２．研究ൃදʮ��%��ʯ
　小学校の協ಇ的な学ͼにおいて、児童が「個人」「ペ
Ξ」「グループ」等の学शܗଶをબした理由と、児
童自身がそのબをదしていたとଊえているかどう
かを調ࠪした研究です。ྫえ、ペΞやグループを
બした児童は、૬手の能力に期、テーマがڞ௨、
等の理由を͛ڍ、個人をબした児童は、集中できる、
クラυ্でଞ者を参রできる等の理由を͛ڍてい
ます。個人での学शܗଶをબしていてもଞ者参র
し、ཱݽした学शではないことを示したことは、授
業をઃܭするうえでの༗用なヒントを༩えてくれて
います。また、この調ࠪを௨じて、児童自身が学श
定にܾݾଶを自認したことは、今後の学शでの自ܗ
活かされるとਪଌします。
３．研究ൃදʮ��%��ʯ
　プログラϛングにおける的な表現活動のଆ໘
にண目しています。小学生が教科等で学शした内容
を題材に、プログラϛングの࡞品を੍࡞する活動を

「学ͼの࡞品化」とশし、その実践とߟを報告して
います。ྫえ、国語の学श内容のクイζ、ࢉ数の
。手ॱのղઆΞニϝ化等の事ྫを示していますࢉܭ
プログラϛングによる学ͼの࡞品化は、࡞品へのこ
だわりが学श内容へのこだわりへ回ؼすること、ま
た、学श活動の意ܾࢥ定について教ࢣ主体、児童主
体等のྨ型が示され、児童の学शへの向き合い方に
ม化がىこる可能性を示したことは、学श者主体の
学ͼの実現への示ࠦを༩えているとݴえます。
４．研究ൃදʮ��%��ʯ
　֎国੶の生徒を含Ή中学生を対に、૯合的な学
शの࣌間でのࡂ学शにおいて、N),�GPS�4DIPPMの
൜・ࡂ൪組を活用した実践とߟを報告してい
ます。平қな表現やݴ༿をར用した൪組をΩーに、
一੪ࢹௌ、個別ࢹௌによるॏ要シーンのબ定とグル
ープでのڞ༗、൪組のνΣックίーφーをར用した
グループでの活動など、ݴ語理ղに課題を๊える生
徒とそうでない生徒が一ॹに活動できる授業デザイ
ンがҝされています。また、Ոఉ学शと࿈動するこ
とでՈのࡂ意識を高めたことも実践のՁを高
めています。今後は、生徒自身が൪組をબするよ
うな学शの進め方やଞ教科での取組などの発展が期
されます。
̑．研究ൃදʮ��%��ʯ
　情報端末とクラυ環境で数学を学शする中学生
を対に、教科ॻ、ϊート、νャット、個別学शに
ؔする「学श方ུ」と「数学を学शする理由」から
学श؍について分ੳした研究です。ྫえϊートの
スペースఔにଊえている生ࢉܭい方においても
徒や൘ॻをすて写すことが大だとߟえる生徒が
ଘࡏし、教科ॻやϊートの学श方ུが個人によりҟ
なる݁果を示しています。また、数学を学शする理
由からは、生徒が社会を生きൈくために൚用的な能
力を身につけることをॏࢹしていることをߟして
います。生徒の学श؍から、教ࢣの指示による一様
な学श方๏の用やίンテンツϕースの指導からの
స換をଅす݁果を示したとݴえます。

ൃද��%ɹڭՊࢦಋʹ͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、特別支援教育（特別な支援を
要する児童生徒への教育）におけるICT活用につい
て、５本の実践報告・研究発表が行われました。い
ͣれも具体的な実践を基にした発表で、ϑロΞも交
えた活発な議が܁り͛られました。
１．研究ൃදʮ��&��ʯ
　自閉・情ॹো特別支援学ڃにおいて、対人場໘
でのストϨスやίϛϡニέーションのࠔという課題
に対ॲするため、֎部ܹをίントロールできる73
を活用した実践が報告されました。73ۭ間での体ݧ
活動（৬場体ݧ）と交ྲྀ活動を௨じて、自ޮݾ力感や
ίϛϡニέーション能力の向্をূݕしたとこΖ、
的な向্はূ໌できなかったのの、73活用によっ
て生徒の行動ม容が見られたほか、73ίンテンツが
たせることに一定のޮ果があ࣋事内容のイϝージを
ると報告されました。ϑロΞからは、73が༗する環
境調અは֎部ܹのίントロールに༗ޮであり、今後
より多くの実践成果がされるࢫの意見が出ました。
２．研究ൃදʮ��&��ʯ
　「特定分野に特ҟな࠽能を࣋つ児童生徒」は、その
特性ނに学श্のࠔを๊えていたり、学校生活に支
োを来したりすることがあります。授業場໘において
は、༑ୡとのίϛϡニέーションがうまく取れͣ、話し
合い活動を্手に進められないことがগなくありま
せん。૬手の気࣋ちをߟえることができͣにϋッΩリ
とݴい過͗てしまってトラϒルになることもあれ、
そうしたトラϒルを多々ݧܦした݁果、全く話し合い
に参加しようとしなくなる場合もあります。本発表で
は、それまで教ࢣと児童しかいなかった教ࣨに第三の
ଘࡏとして生成AIを取りೖれることで、そうした児
童もੵۃ的に話し合い活動に参加できる可能性があ
ることが実践の݁果から報告されました。ϑロΞから
はଞ教科への応用にؔする࣭問などが૬次͗ました。
３．研究ൃදʮ��&��ʯ
　知的ো特別支援学校小学部学年の児童４名を
対とした教科学शにおいて、年ྸ児向けプログ
ラϛングツール（,6.IITA、7JTDVJU）を用いた実践

事ྫが報告されました。児童らは数回の授業の中で
教ࢣやڃ༑とؔわりながらه߸と動き等のҼ果ؔ
に気付き、ݴ༿や数、৭等に目してࢥい௨りの動
き࡞りを楽しみました。本授業実践をܦて、年ྸ
児向けプログラϛングツールは、児童らの主体的な
学ͼを引き出し、プログラϛング的ߟࢥを育Ήにཹ
まらͣ、各教科のͶらいをे分ୡ成するとߟされ
ました。ϑロΞからは、,6.IITAのՁ֨にؔする
࣭問など、ಉ様の実践を試みたいࢫの意見が出ました。
４．研究ൃදʮ��&��ʯ
　知的োのあるࢶ体ෆ自由児向けJ1BEΞプリ「ど
ーれかなʁ」シリーζの最新൛「ਤܗ୳し൛」が紹
介されました。ಉΞプリは、対児がਤܗをワンタ
ップ（またはυラッグૢ࡞）で答えて˓ʷでਖ਼誤
別ができ、さらに対児の身の回りのものをఏ示し
て、ワンタップ（またはυラッグૢ࡞）で答えて֓
೦ܗ成（ܗをଊえる力）とを育成できることと、知
的োのあるࢶ体ෆ自由児の意ܾࢥ定のอোを目的
として開発されました。Ξプリの紹介に続いて、２
名の小学部児童を対とした実践事ྫが報告されま
した。いͣれの児童についても、Ξプリで意ཉ的な
学शがみられたことが報告されました。ϑロΞから
は、AOESPJEΞプリへの発展の可能性や、今後のΞ
プリ開発の展開にؔする࣭問が૬次͗ました。
̑．研究ൃදʮ��&��ʯ
　小学校特別支援学ڃの児童１名（情ॹ・自閉向）を
対に、個別学श支援でΞプリ「ロイロϊート」を
活用した実践事ྫが報告されました。国語科におけ
る語教材（「きつつきのച」）をૠֆや本文からಡ
み取り、自分がඳいた語のイϝージを「ロイロϊ
ート」্に表現できるように支援した݁果、本文中
から様々な表現をಡみ取ることが可能になり、自身
のߟえも表現できるようになりました。Ξプリૢ࡞も、
付ᝦ、ΩーϘーυೖ力、ペンೖ力等、ঃ々にバリΤ
ーションががりました。さらに、語の続きを
するなど、よりਂいಡみが実現できたことが報告࡞
されました。ϑロΞからは、ਂい学ͼを実感できる
ような発表であったとの意見が多くみられました。
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　本セッションでは、ԕִ合ಉ授業、対໘とオンラ
イン（36073授業ө૾）の方による研究授業、教
員のICT活用指導力の向্、ԕִ授業研究、大学教
員の小学校への指導ॿݴ分ੳについて報告されまし
た。教員研修、教員ཆ成がテーマでしたが、全ての
発表にڞ௨することとして「教員のࢿ ・࣭能力の向্」
を͛ڍることができます。
�以Լにその発表֓要を示します。
１．研究ൃදʮ��'��ʯ
　近年、京都北部地Ҭの学੍ࣷ高等学校において、
୯Ґ認定をうԕִ合ಉ授業が行われています。本
実践研究では、その成果と課題をもとに、全国各地
の高等学校においてԕִ合ಉ授業をਪ進できるよ
う、授業改ળに向けた教員研修のデザインを行うこ
とを目的としていました。また、教員研修会の実ࢪ
を௨して、各学ࣷの研究協力者と改ળҊおよͼ教員
࣭問ࢴを࡞成し、࣭問ࢴ分ੳを௨してޮ果的な研修
ϞデルとなったかධՁを行い、ԕִ合ಉ授業のීٴ・
改ળの一ॿなっていました。さらには、年進行で
実ࢪしている#:0Dとのリンクを௨して、ԕִ合ಉ
授業だけではなく૯合的な୳究の࣌間やଞ教科との
࿈ܞにより、生徒のICTثػを活用した個別最దな
学शをଅすことが報告されました。
２．研究ൃදʮ��'��ʯ
　校内研究で対໘とオンライン（36073授業ө૾）
の方による研究授業を取りೖれ、授業者や参؍者
による子供の具体的な事実の見取りをଅすことで、
教員研修の࣭が向্するかどうかのূݕが行われま
した。ূݕの݁果、対໘とオンラインの方をԟؐ
することにより、参؍者の子供を見取るҐஔが、カ
ϝラのҐஔに近い高さにม化する可能性が示ࠦされ
ました。しかし、Ξンέート݁果からは、36073
授業ө૾のϝリットとして「子供」「見る」というΩ
ーワーυが表出したが、「子供のԿを見取るか」とい
ったਂい見取りのࢹまでは表出しなかったことが
報告されました。

３．研究ൃදʮ��'��ʯ
　児童が学श場໘で日常的にタϒϨット端末を活用
するためには、教員自身が日常的に活用し、ICT活
用指導力を高めるඞ要があります。本研究では、校
内研修を定期的に行うとともに、研究部とも࿈ܞし、
校内研究においてੵۃ的にICTを活用してきたこと
が報告されました。また、教員に授業でタϒϨット
端末を活用したػ会をਘͶたとこΖ、１年前とൺֱ
して全体的に活用のػ会が૿加していました。高学
年やઐ科での活用のػ会は૿加する一方で、学年
では৻ॏになる向が見られました。
４．研究ൃදʮ��'��ʯ
　北ւಓۭ知振ڵ局内の小中学校のए手教員を中心
とした研究グループ「つたえーる」は月に一の学
श会を開催しています。しかし、ۭ知振ڵ局は南北
に70LNのさがあり、ۈ務終ྃ後の学श会への参加
には࣌間と交௨අのෛ୲がありました。そこで今年
、ύφιニック教育ࡒ団のॿ成を受けて「ϝタバ
ースを活用した授業研究やオンライン学श」の研究
を始めたことで、ै来のテϨビ会議システムにൺ
て、ホストを介さͣに個別でίϛϡニέーションが
取りやすくなり、参加者ಉ࢜が主体的に学ぶことに
つながっていることが報告されました。
̑．研究ൃදʮ��'��ʯ
　小学校に情報端末を活用した授業実践のॿݴをܧ
続的に行う大学教員のॿݴ内容、とりわけGIGAスク
ール構想以降にܧ続的にॿݴを行ったX小学校の校
内研修のࡍに用した全７回分のスライυを基に分
ੳを行ったことが報告されました。その݁果、ᶃॿ
の内容が８つのカテΰリに分ྨされた（スライυ）ݴ
こと、ᶄ̡ 自校の実践 にrؔするॿݴが多かったこと、
ᶅ初回では、̡ ଞ校の実践ʳを多く示すことで、ॿݴ
を行う学校教員にʲ今後の目指す方向性ʳの具体を
示し、２回目以降は̡ 自校の実践 をr多く示すことで、
課題をえたり、Ձ付けをしたりしながら学校
の実ଶに合ったॿݴを行っていることが示ࠦされま
した。

ൃද��'ɹڭһݚमɺڭһཆ
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　本セッションでは、୳究的な学ͼを支援するサイ
ト構築、国ࡍ交ྲྀ、ルーϒリックなどの現場での実
践と教科ॻ間࿈ܞシステムを構築する研究者の発表
でした。実ࡍには、ෳ数教科等にԣஅ的に取り組Ή
試みを基൫として、児童の主体的・的な学ͼの
支援にযをあてた学श活動が究されていまし
た。一方で、このような୯ݩを構想するにあたって
教員が教材研究をする্でのツールとして教科間࿈
。いましたࢥシステムは༗ޮな手ஈではないかとܞ
さま͟まなཱ場でະ来の教育をਪ進していこうとい
う発表であったことがҹにりました。以Լにそ
の発表֓要について、ղઆします。
１．研究ൃදʮ��(��ʯ
　小学校の１年生から個人୳究という先進的な取組
をする中で、教員だけでなくอޢ者をרき込んだ支
援体੍を構築しているという発表でした。
　目すきは、全員のอޢ者に୳究学शの様子に
ついてさま͟まな໘から情報をڞ༗するためのサイ
トを構築し、อޢ者の意見を取りೖれながら改ળを続
けているということです。具体的には、อޢ者に対す
るサイトのઆ໌会を実ࢪし、Ξンέート調ࠪをしたり、
学校に支援に来られたอޢ者の方々とϛーティング
をして意見をだしてもらったりしていました。
　議の中で、学校教育に対するอޢ者の意識改革
もඞ要なのではないかという意見が出ました。社会
に開かれた教育課ఔという理೦の具現化へ向けて、
この実践のଞ校へのがりが期されます。
２．研究ൃදʮ��(��ʯ
　中学校での「૯合的な学शの࣌間」において、ੈք
７カ国17校、1300名の児童生徒が参加した「4DGTੈ
քಉ࣌授業」の実践の発表でした。実践者は、令和ݩ
年より実践にண手し４回目の実ࢪであり、「;PPN�
CMPVE�.FFUJOHT」のϒϨイクΞトルームػ能をっ
て、児童生徒がオンラインで意見交換をするという内
容でした。国ࡍ交ྲྀをテーマにした実践は、ICTをޮ
果的に活用できることから、学校現場でさま͟まな取
組がなされています。しかし、オンラインで取り組Ή

にはࠩ࣌やICT環境等のࢹで実践がしい໘もあり
ます。しかし、今回の実践のようにւ֎の現地校とつ
な͙ことによって、児童生徒はよりリΞルにੈքを感
じ、ࢹ野を͛ることができたとࢥいます。
　今後、本実践の国ࡍ交ྲྀのϊϋが全国にも
がり、児童生徒のグローバルなࢹでのものの見方・
。え方が֫ಘできることが期されますߟ
３．研究ൃදʮ��(��ʯ
　小学校のプロジΣクト学शにおけるルーϒリック
の活用についての発表でした。୳究的な学ͼの実践
ががる中で、全国的にルーϒリックの活用も導ೖ
されてきつつありますが、実践者の中には導ೖの
しさもあるようです。
　ルーϒリックについては、教ࢣと児童でڞ༗する
場໘がとてもॏ要になり、それを౸ୡ目ඪとして児
童は主体的に学ͼを展開し、教ࢣは児童自らが౸ୡ
できるように支援を工します。議の中で、教ࢣ
が目ඪの合意ܗ成がかったことによる児童の自ݾ
ධՁのζϨも実践者から報告がありました。
　今後、ルーϒリックの活用については、う目的、
方๏等、導ೖのあり方等について、実践をੵみॏͶ
ていき、ޓいの実践からよりよい活用のあり方が模
。されるのではないかと期していますࡧ
４．研究ൃදʮ��(��ʯ
　学श指導要ྖίーυを用いることにより、特定の教
科ॻに合わせて࡞成された教材等をଞの教科ॻで
用することもできるようになったという「教科ॻ間࿈
システム」の試Ҋの報告でした。この分野の研究にܞ
ついて、具体的にどのような取組がなされているのか
実践者における認知はे分ではない໘もあるため、
みなさんڵຯ々に報告をฉいていました。
　参加者からは、全国学力調ࠪや.EXC#Tとの࿈ܞ
などはࢹ野にೖれているかなどとさま͟まな࣭問が
出されました。この取組によって、教ࢣ個人や教育
委員会等が࡞成、公開している༏れた教材やࢿྉ等
を༗ޮ活用できる可能性があることが期されます。
　今後、実践者にとって授業デザインの一つの支援
ツールとなることが大いに期されます。

ൃද��(ɹͦのଞ

ֶ/๏ਓ40-Aߍɹֶ࠲ Ԃɹ40ށ-A/খֶߍɹࡾࢠٱو�



第三回「教育の情報化」実践セミナー 2024 in東京のご案内
(東京都港区大会プレ大会）

　2024年度の全日本教育工学研究協議会全国大会（東京都港区大会）は記念すべき第50回大会として開
催します。そのプレ大会としてセミナーを実施いたします。公開授業校には現在までの取り組み状況を報
告していただきまして、本大会に向けてのさらなる議論の活性化・研究の深化を目指します。また、当日
は、基調講演のほか、最新のICT機器、アプリ、コンテンツ等の体験・検討ワークも実施します。
　参加者の皆様には、このセミナーを通して、ICTの活用で子供たちの創造性を育み、新しい時代の教育
＝NEXT GIGAの授業の在り方を探っていただければ幸いです。　
東京都内はもちろんのこと、全国からの多くの皆様のご参加をお待ちしております。

� ςɹʔɹϚɿ� Next GIGA　～創造性を育むICTを活用した新しい時代の教育を目指して～
� 日ɹɹɹ࣌ɿ� 2024年2月28日（金）13:30 ～ 16:30
� 会ɹɹɹɿ� 港区立小中一貫教育校 赤坂学園赤坂中学校（体育館）
� ओ催ʗڞ催ɿ� 日本教育工学協会（JAET）／（一社）日本教育情報化振興会
� �ɹɹɹԉɿޙ 港区教育委員会（申請予定）
� �Ճରऀɿࢀ 小中高等学校・特別支援学校教育及び教育関係者、大学研究者、学生、教育関連企業等
� �ɹՃɹඅɿࢀ 無料

第50回全日本教育工学研究協議会全国大会（東京都港区大会）のご案内
　2024年度第50回の記念大会となる全国大会は東京都港区で開催します。例年、ご好評いただいている公
開授業を小・中学校で行い、研究協議会、基調講演、パネルディスカッション、研究発表、企業製品紹介、
トークセッションなど、現場の先生に役立つプログラムを盛り沢山で予定しています。ぜひご期待くださ
い。

� ςɹʔɹϚɿ� Next GIGA　～創造性を育むICTを活用した新しい時代の教育を目指して～
� 日ɹɹɹ࣌ɿ� 2024年10月25日（金）・26日（土）
� 会ɹɹɹɿ� 港区立小中一貫教育校 赤坂学園赤坂中学校
� ओɹɹɹ催ɿ� 日本教育工学協会（JAET）
� �ɹɹɹ催ɿڞ 港区教育委員会、（一社）日本教育情報化振興会（JAPET&CEC）
� ɹɹɹԉɿ�（申請予定）文部科学省、総務省　他ޙ
� �Ճରऀɿࢀ 小中高等学校・特別支援学校教育及び教育関係者、大学研究者、学生、教育関連企業等
� 公開授業ߍɿ� 港区立小中一貫教育校 赤坂学園赤坂小学校・赤坂中学校、港区立麻布小学校、港区立

白金小学校、港区立小中一貫教育校 お台場学園港陽小学校・中学校

　　※詳細は準備ができ次第、大会ホームページ（https://conv.jaet.jp/2024/）でご案内してまいります。

編 　 集 　 委 　 員
委員長　原　　克彦
委　員　泰山　　裕
　〃　　長谷川　弘

委　員　片岡　義順
　〃　　若槻　　徹

事務局　渡辺　浩美
　〃　　河合　将治
制　作　西島　将範

つ ぶ や き 
　「とってもよくできたレポートだけど、これまでの彼を考える
と出来過ぎている。」・・・職員室でひとしきり話題になった後、
生成AIを使ったんじゃないか、などの憶測が飛び交いました。
　本県では、文部科学省作成の「初等中等教育段階における生
成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」を受け、県立学校
の教育活動において生成AIの利活用を推進していくための考え
方を「ルールブック」内に示しました。12月下旬に教職員の学
習用アカウントで「Bard」を利用可能にする設定と教職員研修
会が実施予定で、「Bard」と「Bing」が使えるようになります。
　以前、AIで小説を作ることを題材にしたミステリー（?）小
説を読んだことがあります。当時は夢のような話でしたが現実

になろうとしています。とはいえ、現代社会でも、ビジネス文
書作成や顧客サービスの一部をコンピュータAIが行っています
し、SiriやAlexaとの会話や機器の制御、ペットロボットとの会
話や愛らしい行動などはできますが、生成AIは一線を画す結果
をもたらします。
　もう生徒が使い始めていることに脅威を感じます。私も無料
のＣhatGPTを試してみました。「すごい！！」の一言です。生
徒が宿題を生成AIの助けを借りて作った場合の評価はどうする
とか、インシデント発生等の問題行動の対応はどこまでとか、
新たな指導案件が増えそうな気配も感じます。課題山積です。

（H.H） 
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